
『幼児期運動指針』（文部科学省）、『アクティブチャイルドプログラム』（日本体育協会）
適宜、資料を配布する

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

幼児の心身の発達、基本的生活習慣、安全な生活、運動発達等において、幼児期には大人と違った特徴や意義があることを踏
まえ、その相違が指導方法にも関連していることについて理解する。
本授業は幼児教育学科の学修成果（1）に対応する。

『実践例から学びを深める 健康指導法』（わかば社）教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

なし

１年前期
必修、専門科目

講義
1単位

専門科目

子どもと健康

永山　寛

受講態度（40％）、確認小テスト・レポート課題（60％）　
レポート等は、フィードバックしたうえで返却するが、念のためコピーをとっておくこと

質問、相談については、授業前後に授業場所あるいは研究室にて受け付ける。

健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活を作り出す力を養う領域「健康」の指導の基盤となる知識・技能を身に付ける。

授業成績は、授業への取り組み態度（主体性やグループワークなど）、知識・技能の確認小テストおよびレポート提出等によ
り総合評価し、総合評価が60%以上で合格（C判定以上）となる。

乳幼児期の健康課題：健康の定義と乳幼児を取り巻く生活環境、乳幼児期の健康の意義

乳幼児の身体の発達的特徴：乳幼児期の身体的発達の特徴、生理的機能の発達

乳幼児期の生活習慣（着脱衣、食事、睡眠、清潔、排泄）の獲得と乳幼児期の基本的な生活
リズムの形成とその意義

子どもの安全への意識や態度を育むことの重要性と安全管理、リスクとハザードの違い

幼児期の怪我や事故の特徴と応急処置、病気の予防

乳幼児期の運動発達の特徴、運動コントロール能力の発達と「多様な動き」の意味と両者の
関係

日常生活における幼児の動きの経験や配慮、社会の変化と生活の中の身体活動の在り方

遊びとしての運動　子どもにとっての遊びとして行う運動の在り方

予習：幼児期の健康課題について
調べる（2時間）
復習：本時を振り返る（2時間）
予習：幼児期の身体の発達的特徴
について調べる（2時間）
復習：本時を振り返る（2時間）
予習：幼児期の生活習慣について
調べる（2時間）
復習：本時を振り返る（2時間）
予習：子どもの安全管理について
調べる（2時間）
復習：本時を振り返る（2時間）
予習：幼児期の病気や応急処置等
について調べる（2時間）
復習：本時を振り返る（2時間）
予習：幼児期の運動発達の特徴に
ついて調べる（2時間）
復習：本時を振り返る（2時間）
予習：社会変化や生活活動につい
て調べる（2時間）
復習：本時を振り返る（2時間）
予習：遊びと運動について調べる
（2時間）
復習：科目を振り返る（2時間）
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『イラストで読む！幼稚園教育要領 保育所保育指針 幼保連携型認定こども園教育・保育要領はやわかりBOOK』無藤・汐見（著編）（2017）学
陽書房

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

「人間関係」の目標やねらい内容等を発達や生活および遊びなどと関連付けながら、それらの理論について理解する。
人との関わる力の育ちが、人生を支える力になることを理解する。
本授業は幼児教育学科の学修成果（1）に対応する。

指定無し教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

保育士（9年）　精神保健福祉士（1年）

１年後期
必修、専門科目

講義
1単位

専門科目

子どもと人間関係

宮地あゆみ

試験（50％）、その他（授業内レポート・受講態度）（50％）

質問がある場合は、授業終了後もしくは研究室へ訪ねてきてください。
また、メールでの問い合わせも可能です。 G-mail: miyadi@kyushuotani.online

領域「人間関係」の指導法の基盤となる、幼児と人との関わる力の育ちに関する専門的事項についての知識を身につける。

領域「人間関係」の、幼児と人との関わる力の育ちに関する専門的事項が理解できているか、授業内演習および発表や課題の
評価と合わせて定期試験を実施し6割以上正答できる。

幼稚園・保育所での領域「人間関係」とは
保育者との信頼関係と園生活における安定感を形成する援助の在り方	

自立心を育む援助

遊びの発達と人間関係　３歳未満児、３歳以上児、共同性の育ち

自他の気持ちの違いに気づき、自分の気持ちを整理する力を育む援助の在り方

きまりをめぐり様々な幼児の葛藤と援助、ルールのある遊びと援助

道徳性・規範意識の芽生えと保育、個と集団の育ちを考える 

保育場面での気になる子どもとのかかわり
多様な人、多様な子どもとの関わりのなかで豊かに生きる子どもへ

地域社会における人間関係　専門性を持った保育者とは
まとめ

予習：教科書読む(2時間)
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書読む(2時間)
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書読む(2時間)
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書読む(2時間)
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書読む(2時間)
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書読む(2時間)
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書読む(2時間)
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：て教科書読む(2時間)
　復習：教科書と配付資料を振り
返り課題に取り組む（2時間）
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『平成29年告示 幼稚園教育要領 保育所保育指針 幼保連携型認定こども園教育・保育要領 原本』（内閣府、文科省、厚労省、チャイルド社）

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

子どもをとりまく環境について、子どもの園生活と環境、自然―動植物の飼育・栽培、社会、科学遊びなどを通して理解す
る。
本授業は幼児教育学科の学修成果（1）に対応する。

『イラストで読む! 幼稚園教育要領 保育所保育指針 幼保連携型認定こども園教育・保育要領はやわかりBOOK』（無藤・汐見（著編）（2017）
学陽書房）、授業中に適宜資料を配布する

教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

１年後期
必修、専門科目

講義
1単位

専門科目

子どもと環境

姫野祐輝・村上有希

受講態度（40％）　授業内課題（60％）　
随時、課題への取り組みについてフィードバックする。

質問がある場合は、授業終了後もしくは授業内で案内するメールアドレスにて受け付けます。

幼児がかかわる環境について知り、そのかかわり方や意義について学習する。その中で、生き物の飼育や栽培の実際、地域社
会の理解などについても映像教材や演習、一部実技学習を通して学習を進める。

授業の課題に取り組み、提出されたプリントを用いて評価する。

現代の子どもと「環境」、子どもの園生活と「環境」

季節と自然

生き物の飼育　動物の飼育、昆虫などの関わり

植物の栽培　野菜の栽培、花の栽培

里山保育と里山デザイン

園生活と家庭生活、公共物・施設・地域、乗り物について

自分でつくって遊ぼう―科学遊び（１）凧を造る、作った凧をあげる

子どもと環境をめぐる展望、まとめ

予習：基礎実習での子どもの様子
をまとめる(2時間)　復習：周囲
の環境を調べる(2時間)
予習：季節と自然とのかかわりに
ついてまとめる(2時間)
復習：自然を調べる(2時間)
予習：生き物とのかかわりについ
てまとめる(2時間)
復習：生き物を調べる(2時間)
予習：植物とのかかわりについて
まとめる(2時間)
復習：植物を調べる(2時間)
予習：里山とのかかわりについて
まとめる(2時間)
復習：里山を調べる(2時間)
予習：生活サイクルについてまと
める(2時間)
復習：生活を調べる(2時間)
予習：凧の造り方を調べる(2時間
)
復習：凧をあげる(2時間)
予習：これまでの授業を振り返る
(2時間)　復習：自身の考えをま
とめる(2時間)
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『平成29年告示　幼稚園教育要領　保育所保育指針　幼保連携型認定こども園教育・保育要領　原本』（内閣府、厚労省、チャイルド社）
　授業中に適宜資料を配布する

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

『言葉』の意義と機能について理解した上で、幼児の言葉を育て、言葉に対する感覚を豊かにする教材や実践に関する知識を
身につける。
本授業は幼児教育学科の学修成果（1）に対応する。

『イラストで読む! 幼稚園教育要領 保育所保育指針 幼保連携型認定こども園教育・保育要領はやわかりBOOK』（学陽書房）
事例で学ぶ保育内容　領域・言葉（萌文書林）
「えほんのいりぐち」年間12冊 月間絵本

教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

自分の言葉に対する感覚を磨くため、積極的な授業参加と発表を心がけてください。
卒業必修・幼稚園教諭２種免許必修

１年前期
必修、専門科目

講義
1単位

専門科目

子どもと言葉

吉栁佳代子

絵本の読み語りテスト（50％）、授業への参加（グループ活動、発表）（30％）、授業振り返りレポート（20％）　

授業の終わりに直接受け付けます。メールでの質問もどうぞ。

領域「言葉」の指導の基盤となる、乳幼児が豊かな言葉や表現を身に付け、想像する楽しさを広げる基礎的知識を身につけ
る。
絵本についての知識と技術を身につける。

自分の「言葉」に関する感覚を磨き、語彙を広げ、絵本の読み語りが表現が豊かに出来る。
「言葉」の意義と機能の理解度を測るために、絵本を用いた授業内発表で評価する

人間にとって「言葉」とはなにか？人間にとっての言葉の意義と機能を学ぶ

「言葉による伝え合い」とは？コミュニケーション機能の理解
「言葉」の持つイメージと体験による言葉の獲得について学ぶ

子どもの言葉の発達過程　誕生から書き言葉（文字）修得まで、言葉の機能について学ぶ

「言葉に対する感覚」言葉の美しさ、楽しさとは①
言葉に対する感覚を豊かにする赤ちゃん絵本の取り入れ方を学ぶ

「言葉に対する感覚」言葉の美しさ、楽しさとは②
言葉に対する感覚を豊かにする昔話絵本と童話絵本について学ぶ

「言葉に対する感覚」言葉の美しさ、楽しさとは③
言葉に対する感覚を豊かにする科学絵本と数や量と形の概念の関係について学ぶ

言葉を育て、想像する楽しさを広げる絵本や物語、紙芝居を用いた保育について学ぶ

絵本を用いた保育の導入について模擬保育（絵本や紙芝居の読み語り実践）を行う

予習：「言葉」とはどんなものか
考えておく(2時間)
復習：授業を振り返る(2時間)
予習：言葉遊びを3つ以上調べ、
遊んでおく(2時間)
復習：授業を振り返る(2時間)
予習：発語する時の口の形と舌の
位置を確認する(2時間)
復習：授業を振り返る(2時間)
予習：ブックスタートについて調
べておく(2時間)
復習：授業を振り返る(2時間)
予習：昔話絵本と童話絵本につい
て調べておく(2時間)
復習：授業を振り返る(2時間)
予習：科学絵本について調べてお
く(2時間)
復習：授業を振り返る(2時間)
予習：ごっこ遊びの役割について
調べておく(2時間)
復習：授業を振り返る(2時間)
予習：模擬保育の計画・練習をし
ておく(2時間)
復習：授業を振り返る(2時間)
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幼稚園教育要領解説　保育所保育指針解説　　　　　　　　　　　　

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

子どもの心身の発達や環境等と保育指針や教育要領で示される内容を踏まえ、見立てなどの体を使った遊びや表現、身近な自
然と音や人の声、音楽に親しむ遊びや表現、身近な自然と色や形、感触やイメージに親しむ遊びや表現、自らが児童文化財に
親しむ遊びと表現を豊かに展開するために必要な知識を習得する。
本授業は幼児教育学科の学修成果（2）に対応する。

『子どもの活動が広がる・深まる　保育内容「表現」』（中央法規）教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

１年後期
必修、専門科目

演習
1単位

専門科目

保育内容の理解と方法Ⅰ

樋口光融・西村幸一郎・吉栁佳代子・橋本真理子

受講態度（40％）、授業内課題（30％）、授業内発表（30％）　

九州大谷onlineのメールまたはClassroom、各研究室で直接の何れでも受け付けます。

各領域について子どもの遊びと表現を豊かに展開するための必要な知識を習得し協働して取り組むことができる。

到達目標に明示している子どもの遊びと表現を豊かに展開するための必要な知識を習得しているか、また協働して取り組むこ
とができているかを、課題制作の過程及び成果物から評価する。

ガイダンス・授業のねらいと進め方について

子どもの音楽活動と和音①
コードネームの基本について学び、コード表記の楽譜から音楽活動の展開を考える。

子どもの音楽活動と和音②
ピアノやシロフォンを用いて、コードネームをもとに即興的に演奏する方法を学ぶ。

子どもの音楽活動と和音③
ピアノ、シロフォン、ブームワッカー、シロフォンを用いた音楽活動の展開を学ぶ。

子どもの音楽活動と和音④
和音の理解をもとに楽器を用いた合奏を展開する。相互鑑賞。

粘土に触れ練ったり形をつくったりして遊ぶことを通して、可塑性や感触、水を含む性質を
体験的に学ぶ。

粘土の性質を利用して、加えたり削ったりするモノづくりの原点に気付き、作ろうとする制
作物のイメージを固める。

粘土による作品のイメージをもとに、どのようにものづくりが行えるかについての方法につ
いて理解する。

粘土の課題「土鈴」づくりを通じて、鑑賞し合い、相互に作品のよさを認め合うとともに、
自己の作品を振り返る。

提示した絵本を題材にして気に入った場面のイメージを膨らませ、動きによる即興表現をす
る。　少人数によるグループ創作

身体表現作品つくり①：動きによる場面ごとの即興表現をもとに、「はじめーなかーおわ
り」のストーリーを構成する。

身体表現作品つくり②：動きによる場面ごとの即興表現をもとに、「はじめーなかーおわ
り」のストーリーの構成をまとめ、動きを完成させる。

つくり上げた作品を、何度も繰り返し感じを込めて動く。
　発表会及び鑑賞（相互評価）

保育内容の方法と理解Ⅲにむけての見通しを持てるようにするために、過去の「遊びと表
現」「幼教こども劇場」を参考にする。

保育内容の方法と理解Ⅲにむけての見通しを持ち、遊びと表現を豊かにする上で領域が効果
的に重なるイメージをもつ。

予習：シラバス・テキストに目を
通す（30分）　復習：本時の内容
を振り返る（30分）
予習：主要三和音で子どもの歌を
弾いてくる（30分）　復習：本時
の内容を振り返る（30分）
予習：コードネームを見て和音を
弾けるよう練習（30分）　復習：
本時の内容を振り返る（30分）
予習：多くの伴奏パターンを練習
する（30分）　復習：本時の内容
を振り返る（30分）
予習：コード譜から合奏の計画を
考える（30分）　復習：本時の内
容を振り返る（30分）
予：作業着・タオルの準備、粘土
の性質を予習（30分）　復：本時
の内容を振り返る（30分）
予：作業着・タオルの準備、粘土
練り予習（30分）　復：本時の内
容を振り返る（30分）
予：作業着・タオルの準備、いく
つかの完成形（30分）　復：本時
の内容を振り返る（30分）
予習：作業着・タオルの準備、作
品の見方を考える（30分）　復
習：本時の内容を振り返る（30
分）予習：絵本を読んでくる（30分）
復習：本時の内容を振り返る（30
分）
予習：作品の構成を考える（30
分）　復習：本時の内容を振り返
る（30分）
予習：作品の修正を考える（30
分）　復習：本時の内容を振り返
る（30分）
予習：発表に備えて思いきり動け
る心身の状態を準備（30分）　復
習：本時の内容を振り返る（30分
予習：「幼教こども劇場」の動画
を見てくる（30分）　復習：本時
の内容を振り返る（30分）
予習：授業全体で学んだことをま
とめる（30分）　復習：授業全体
の学びを振り返る（30分）
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科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

保育者として必要な音楽の基礎的能力を高める。音楽の基礎知識、理論について学びながら、その理解に基づいた音楽表現活
動を演習として行う。
本授業は幼児教育学科の学修成果（2）に対応する。

『子どものための音楽表現技術』（萌文書林）、「子どもたちの歌」教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

１年前期
選択、専門科目

演習
1単位

専門科目

音楽表現技術

樋口光融・丹原　要

授業内の演習に対する意欲態度（30%）、演習(授業内でのワーク、発表)の評価（70%）

授業時及び研究室在室時に直接受け付ける。
また、メール、Google Classroomでも受け付ける。

音色、リズム、拍子、音程、ハーモニー、フレーズなどの音楽の要素について理解し、単純なあるいは平易な音楽においてそ
れらを生かした身体技法としての表現が出来ることが目標である。同時に、楽譜を読み書きする力も身につける。

音色、リズム、拍子、音程、ハーモニー、フレーズなどの音楽の要素について理解しており、単純なあるいは平易な音楽にお
いてそれらを生かした身体技法としての表現が出来る。同時に、楽譜を読み書きする力が身についている。

ガイダンス
音楽の要素、拍と拍子
読譜の基本
読譜のトレーニング①
主要三和音について

読譜のトレーニング②
主要三和音で演奏
リズム（拍の分割）
読譜のトレーニング③
長音階とペンタトニックスケール

読譜のトレーニング④
わらべうたの音階と伴奏

読譜のトレーニング⑤
リトミックの実際A

読譜のトレーニング⑥
リトミックの実際B

読譜のトレーニング⑦
旋律と和音の関係①～和声音と非和声音～

読譜のトレーニング⑧
旋律と和音の関係②～様々な非和声音～

読譜のトレーニング⑨
旋律に伴奏を付ける～主要三和音と属七和音を使って～

読譜のトレーニング⑩
様々な伴奏の形と旋律の変奏

フィールドワーク
～身の回りの環境と音～

読譜のトレーニング⑪
記譜～変奏した旋律と伴奏を楽譜に書く～

読譜のトレーニング⑫
循環コードと合奏

グループワーク：条件に応じた合奏を創る

予習：シラバス及びテキストに目
を通す(30分)　復習：授業資料を
見て振り返る(30分)
予習：テキスト①Challenge1～5(
30分)　復習：授業資料を見て振
り返る(30分)
予習：拍の分割リズム練習(30分)
復習：授業資料を見て振り返る(3
0分)
予習：階名唱の練習
復習：授業資料を見て振り返る(3
0分)
予習：わらべうたの旋律演奏練習
(30分)　復習：授業資料を見て振
り返る(30分)
予習：リトミックについて調べる
(30分)
復習：授業内容を振り返る(30分)
予習：前時に提示された楽譜を演
奏練習(30分)
復習：授業内容を振り返る(30分)
予習：テキスト①P.53～62に目を
通す　復習：授業資料を見て振り
返る(30分)
予習：テキスト①Challenge16～1
8(30分)　復習復：授業資料を振
り返る(30分)
予習：ハ長調の主要三和音の演奏
練習(30分)　復習：授業資料を見
て振り返る(30分)
予習：テキスト①P.99～107に目
を通す(30分)　復習：授業資料を
見て振り返る(30分)
予習：日常の「音」を出来るだけ
多く書き出す(30分)　復習：授業
資料を見て振り返る(30分)
予習：変奏と伴奏付け(30分)
復習：授業資料を見て振り返る(3
0分)
予習：コード進行について調べる
(30分)　復習：授業資料を見て振
り返る(30分)
予習：主要三和音で演奏できる曲
を探す(30分)　復習：まとめレ
ポートの作成(30分)
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子どものための音楽表現技術（萌文書林）

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

子どもの生活と遊びを豊かに展開するために、保育の現場で音楽は欠かすことができない。この授業では主に「こどものう
た」及び「こどものうたのピアノ伴奏」の学習を通して実践的に演奏技術、音楽表現力を習得する。個人の音楽経験などによ
る差異に対応し、小グループあるいは個別的に指導を行う。
本授業は幼児教育学科の学修成果（2）に対応する。

「子どもたちの歌」教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

毎回の授業には、指示された内容の練習を十分に積んで臨む必要がある。グループごとの受講で、グループにより授業担当講師・受講時間・教
室は異なる。履修登録は、全員一括で行う為、特別な事情で履修を希望しない者は、授業担当者（樋口）まで申し出る事。

１年前期
選択、専門科目

演習
1単位

専門科目

音楽実技Ⅰ

樋口光融・丹原要・井浦芳恵・片岡和代・楠美香・中島美保・吉賀貴子

①意欲、態度（20％）、②課題曲習得状況（20％）(終了課題曲数に応じ加点有)、③歌唱技術（15%）、④歌唱表現（15%）、⑤ピアノ奏法（15
%）、⑥ピアノ表現（15%）※③④⑤⑥は、授業全体評価各10%、まとめ演奏発表時の演奏評価各5%とする。

授業時（全体指導時・個別指導時）に直接受け付ける。
また、Google Classroomでも受け付ける。

子どもの想像力を豊かにし、心からのびのびと歌えるために、保育者に必要な、自身の感性と音楽表現の技術を高める。ま
た、音楽の基礎となるリズム・拍子感や音程感覚を体得し、音価･音高など、楽譜の読み方･書き方に必要な知識も身につけ
る。

①意欲態度：課題に意欲的に取り組み上達がみられる。②課題曲の習得：8曲以上を保育の場での使用に耐えうるレベルで演奏
できる。③歌唱技術：呼吸や体の使い方を体得し曲に応じたコントロールができる。④歌唱表現：ことばやフレーズを理解し
正確な音程やリズムで表現できる。⑤ピアノ奏法：基本的な奏法を体得し正しい姿勢や運指で演奏できる。⑥ピアノ表現：楽
曲の特徴、うたの呼吸や歌詞旋律を意図した演奏表現ができる。

オリエンテーション

演習①【以下演習①～⑬の共通内容】（段階・継続的に個の状況に応じて学ぶ）
グループまたは個人指導の形態で学習する。

演習②【以下演習①～⑬の共通内容】
歌唱とピアノはそれぞれ別個に学習する。（弾き歌いは原則なし）

演習③【以下演習①～⑬の共通内容】
歌唱：発声について学ぶ。（呼吸、体の使い方とそのコントロール）

演習④【以下演習①～⑬の共通内容】
歌唱：「子どもたちの歌」掲載曲の歌唱法を学ぶ。

演習⑤【以下演習①～⑬の共通内容】
歌唱：ことば、フレーズ、音程、リズムや拍子、速度、強弱等について学ぶ。

演習⑥【以下演習①～⑬の共通内容】
ピアノ：ピアノの基本的奏法について学ぶ。（姿勢、指の基礎運動、体の使い方等）

演習⑦【以下演習①～⑬の共通内容】
ピアノ：平易な和音や旋律の曲を用いて、基本的な演奏感覚を身につける。

演習⑧【以下演習①～⑬の共通内容】
ピアノ：「子どもたちの歌」掲載曲の伴奏法について学ぶ。

演習⑨【以下演習①～⑬の共通内容】
ピアノ：保育現場において朝夕の集まりでよく演奏される歌の伴奏を学ぶ。

演習⑩【以下演習①～⑬の共通内容】
ピアノ：正確な読譜、歌の呼吸、旋律、フレーズ、リズムや拍子、速度、音色、テクスチュ
ア、強弱について学ぶ
演習⑪【演習①～⑬は共通の内容】（段階・継続的に個の状況に応じて学ぶ）

演習⑫【演習①～⑬は共通の内容】（段階・継続的に個の状況に応じて学ぶ）

演習⑬【演習①～⑬は共通の内容】（段階・継続的に個の状況に応じて学ぶ）

まとめ（演奏相互発表）

使用テキストに目を通しておく。
各授業において予習30分以上、復
習30分以上を必要とする。
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
より音楽的な演奏ができるよう練
習を重ねる。歌は暗譜のこと。(6
0分以上)
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科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

保育の現場では、音楽、その中でも子ども達の歌は欠かすことができない活動である。子どもの経験や想像力を豊かにし、心
からのびのびと歌えるために、保育者は、自身の感性と音楽表現の技術を高めていかなければならない。個人の音楽経験など
による差異に対応し、グループまたは個別的な指導を行う。
本授業は幼児教育学科の学修成果（5）に対応する。

「子どもたちの歌」教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

保育者を志す者は履修を強く薦める。毎回の授業には、練習を十分に積んで臨む必要がある。グループごとの受講で、グループにより授業担当
講師・受講時間・教室は異なる。履修登録は、全員一括で行う為、履修を希望しない者は授業担当者（樋口）へ申し出る事。

１年後期
選択、専門科目

演習
1単位

専門科目

音楽実技Ⅱ

樋口光融・丹原要・井浦芳恵・片岡和代・楠美香・中島美保・吉賀貴子

①意欲、態度（20%）、②課題曲の習得状況（20%）(終了課題曲数に応じ加点有)、③歌唱技術（15%）、④歌唱表現（15%）、⑤ピアノ奏法（15
%）、⑥ピアノ表現（15%）
※③④⑤⑥について、授業内での状況を加味した評価各10%、まとめ演奏発表時のみの評価各5%

授業時（全体指導時・個別指導時）に直接受け付ける。
また、Google Classroomでも受け付ける。

前期「音楽実技Ⅰ」を基礎に、主に「こどものうた」及び「こどものうたのピアノ伴奏」の学習を通して実践的に演奏技術、
音楽表現力を習得する。また、子どもの音楽活動を展開するために保育者に必要な、音楽的知識も身につける。

①意欲態度：課題に意欲的に取り組み上達がみられる。②課題曲の習得状況：8曲以上を保育の場での使用に耐えうるレベルで
演奏できる。③歌唱技術：呼吸や体の使い方を体得し曲に応じたコントロールができる。④歌唱表現：ことばやフレーズを理
解し正確な音程やリズムで表現できる。⑤ピアノ奏法：基本的な奏法を体得し正しい姿勢や運指で演奏できる。⑥ピアノ表
現：楽曲の特徴、うたの呼吸や歌詞旋律を意図した演奏表現ができる。

演習①【以下演習①～⑭の共通内容】（段階・継続的に個の状況に応じて学ぶ）
グループまたは個人指導の形態で学習する。

演習②【以下演習①～⑭の共通内容】
歌唱とピアノはグループ内でのアンサンブルの形で学習する。

演習③【以下演習①～⑭の共通内容】
歌唱：発声について学ぶ。（呼吸、体の使い方とそのコントロール）

演習④【以下演習①～⑭の共通内容】
歌唱：「子どもたちの歌」掲載曲の歌唱法を学ぶ。

演習⑤【以下演習①～⑭の共通内容】
歌唱：ことば、フレーズ、音程、リズムや拍子、速度、強弱等について学ぶ。

演習⑥【以下演習①～⑭の共通内容】
ピアノ：ピアノの基本的奏法について学ぶ。（姿勢、指の基礎運動、体の使い方等）

演習⑦【以下演習①～⑭の共通内容】
ピアノ：「子どもたちの歌」掲載曲の伴奏法について学ぶ。

演習⑧【以下演習①～⑭の共通内容】
ピアノ：保育現場において朝夕の集まりでよく演奏される歌の伴奏を学ぶ。

演習⑨【以下演習①～⑭の共通内容】
ピアノ：正確な読譜、歌の呼吸、旋律、フレーズ、リズムや拍子、速度、音色、テクスチュ
ア、強弱について学ぶ
演習⑩【演習①～⑭は共通の内容】（段階・継続的に個の状況に応じて学ぶ）

演習⑪【演習①～⑭は共通の内容】（段階・継続的に個の状況に応じて学ぶ）

演習⑫【演習①～⑭は共通の内容】（段階・継続的に個の状況に応じて学ぶ）

演習⑬【演習①～⑭は共通の内容】（段階・継続的に個の状況に応じて学ぶ）

演習⑭【演習①～⑭は共通の内容】（段階・継続的に個の状況に応じて学ぶ）

まとめ（演奏相互発表）

歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
歌唱・ピアノの両方を、正確に演
奏できるよう練習を重ねておく。
歌は暗譜のこと。(60分以上)
より音楽的に演奏できるよう練習
を重ねる。歌は暗譜し、弾き歌い
も練習の事。(60分以上)
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科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

乳幼児の造形活動のよりよき援助者となるため、自己表出･表現を多様な価値･発想･技法のもとに重ねることで、より深く「美
術する」ことを学び、創造的に生きることを学ぶ。又、造形活動の上での基礎的な素材･用具を体験し、その管理と扱いについ
ての基本的な知識技能を学ぶ。
本授業は幼児教育学科の学修成果（2）に対応する。

適宜資料を配布します。教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

汚れても良い服装の準備や、制作に必要な材料の準備をお願いすることがあります。初回は不要です。

１年前期
選択、専門科目

演習
1単位

専門科目

造形表現技術

西村幸一郎

受講態度（20％）、授業内課題（80％）

メールにて随時受付

保育者として自己表出･表現を多様な発想のもとに「美術する」ことを学び、基礎的な表現技術を身に付けることができる。

到達目標に明示している多様な発想をもとにした制作が行えているか、また、基礎的な表現技術を身に付けているかを、課題
制作の過程及び成果物から評価する。

オリエンテーション：造形表現の方法

身近なモチーフから発想する表現

ICTによる表現

道具・材料から発想する表現(1)

道具・材料から発想する表現(2)

制作・研究テーマの作成・試作(1)

制作・研究テーマの作成・試作(2)

作品制作・研究(1)

作品制作・研究(2)

作品制作・研究(3)

作品制作・研究(4)・中間講評

作品制作・研究(5)

作品制作・研究(6)

作品制作・研究(7)

最終講評・まとめ

予習：シラバスを確認する（30
分）　復習：学習内容を振り返る
（30分）
予習：前回の学習内容を振り返る
（30分）　復習：学習内容を振り
返る（30分）
予習：前回の学習内容を振り返る
（30分）　復習：学習内容を振り
返る（30分）
予習：前回の学習内容を振り返る
（30分）　復習：学習内容を振り
返る（30分）
予習：前回の学習内容を振り返る
（30分）　復習：学習内容を振り
返る（30分）
予習：前回の学習内容を振り返る
（30分）　復習：制作・研究の準
備をする（30分）
予習：制作・研究の準備をする（
30分）　復習：次回の授業に必要
なものを確認する（30分）
予習：制作・研究の準備をする（
30分）　復習：次回の授業に必要
なものを確認する（30分）
予習：制作・研究の準備をする（
30分）　復習：次回の授業に必要
なものを確認する（30分）
予習：制作・研究の準備をする（
30分）　復習：次回の授業に必要
なものを確認する（30分）
予習：中間講評の準備をする（30
分）　復習：次回の授業に必要な
ものを確認する（30分）
予習：制作・研究の準備をする（
30分）　復習：次回の授業に必要
なものを確認する（30分）
予習：制作・研究の準備をする（
30分）　復習：次回の授業に必要
なものを確認する（30分）
予習：制作・研究の準備をする（
30分）　復習：最終講評の準備を
する（30分）
予習：最終講評の準備をする（30
分）　復習：学習内容を振り返る
（30分）
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適宜、資料を配布する

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

幼児の感性や創造性を豊かにする身体表現活動について理解し、その指導のための様々な表現遊びや方法などについて仲間と
共に楽しく実践的に学ぶ
本授業は幼児教育学科の学修成果（2）に対応する。

なし教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

授業内容は状況に応じて変更する場合があります

１年後期
選択、専門科目

演習
1単位

専門科目

身体表現技術

永山　寛

受講態度（40％）、授業内課題（20％）、小テスト・レポート（40％）　

質問、相談については、授業前後に授業場所あるいは研究室にて受け付ける

幼児期の身体表現活動を支援するための方法を理解し、自分のからだや動きで様々な表現ができるようになる。

個やグループの活動や発表の中で、自己評価・相互評価・観察等を通して達成度を評価する。

ガイダンス（身体表現の特徴や意義、授業の概要の理解）

言葉での伝達と表現（通常言語とオノマトペ）

身体での伝達と表現（ジェスチャー）

ストップモーションあそび「止・動・歩・走・跳」

リズムあそび

物事（あそび）の体験と観察１「自然」

物事（あそび）の体験と観察２「生物」

物事（あそび）の体験と観察３「人工物」

身体表現１「静と動」

身体表現２「喜と楽」

身体表現３「怒と哀」

グループ創作（小作品つくり１）

グループ創作（小作品つくり２）

グループ創作（小作品つくり３）

発表・相互理解・まとめ

予習：身体表現とは何かを考える
（30分）　復習：本時の内容を振
り返る（30分）
予習：動けるからだを準備する(3
0分）　復習：本時の学びを振り
返る（30分）
予習：動けるからだを準備する（
３０分）　復習：本時の学びを振
り返る（30分）
予習：動けるからだを準備する（
30分）　復習：本時の学びを振り
返る（30分）
予習：動けるからだを準備する（
30分）　復習：本時の学びを振り
返る（30分）
予習：動けるからだを準備する（
30分）　復習：本時の学びを振り
返る（30分）
予習：動けるからだを準備する（
30分）　復習：本時の学びを振り
返る（30分）
予習：動けるからだを準備する（
30分）　復習：本時の学びを振り
返る（30分）
予習：動けるからだを準備する（
30分）　復習：本時の学びを振り
返る（30分）
予習：動けるからだを準備する（
30分）　復習：本時の学びを振り
返る（30分）
予習：動けるからだを準備する（
30分）　復習：本時の学びを振り
返る（30分）
予習：ストーリーを考えてくる（
30分）　復習：本時の内容を振り
返る（30分）
予習：ストーリーを考えてくる（
30分）　復習：本時の内容を振り
返る（30分）
予習：ストーリーを考えてくる（
30分）　復習：本時の内容を振り
返る（30分）
予習：これまでの内容をふりかえ
る（30分）
復習：省察する（30分）
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『幼児期運動指針』（文部科学省）、『アクティブチャイルドプログラム』（日本体育協会）
適宜、授業中に資料を配布する

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

子どもの発育や発達を支える「あそび」を創造（想像）できる力を養うことを教育内容とする。特に本科目では、プレーパー
ク等の野外活動を体験・計画・実践し、個人または集団の役割を理解する。また、子どもと全力で向き合い、運動好きの子ど
もを増やすエキスパート資格「ミズノプレイリーダーライセンス3級」講座を受講し、子どものやる気や好奇心を引き出しなが
ら、運動あそびを通じてすこやかな発育を支える知識と技術を学ぶ。
本授業は幼児教育学科の学修成果（3）に対応する。

なし教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

別途費用が必要（ライセンス講習会5,000円程度）
実際に屋内外にて身体を動かす場面があるため、体調管理には留意する

１年後期
選択、専門科目

演習
1単位

専門科目

こどもあそび体験

永山　寛・西村幸一郎

受講態度（20％）、授業内課題および発表（20％）、レポート課題（60％）
レポート等は、フィードバックしたうえで返却するが、念のためコピーをとっておくこと

質問、相談については、授業前後に授業場所あるいは研究室にて受け付ける

カリキュラムを通して自己肯定感や実践力を高めるとともに、野外活動や運動あそびの意義と目的について理解する。
保育や教育現場への応用力を持った保育者を目指すため、具体的な計画や支援方法を立て実践することができる。

授業成績は、授業への取り組み態度（主体性やグループワークなど）、知識・技能の確認小テストや発表、レポート課題等に
より総合評価し、総合評価が60%以上で合格（C判定以上）となる。

オリエンテ―ション（本科目の意義と目的）

実践（体験①）自然観察活動（ネイチャーゲーム）

実践（体験②）自然体験活動（芋掘り等）

実践（体験③）課題解決型活動（イニシアティブゲーム）

実践（体験④）自然製作活動

実践（体験⑤）自由創作活動

社会活動（ボランティア：集中講座）

社会活動（ボランティア：集中講座）

社会活動（ボランティア：集中講座）

ライセンス講習会に向けて

ライセンス講習会（集中講座）

ライセンス講習会（集中講座）

ライセンス講習会（集中講座）

ライセンス講習会（集中講座）

総括

予習：活動の意義と目的について
調べる（30分）
復習：本時を振り返る（30分）
予習：あそびの意義を考える（30
分）
復習：本時を振り返る（30分）
予習：あそびの意義を考える（30
分）
復習：本時を振り返る（30分）
予習：あそびの意義を考える（30
分）
復習：本時を振り返る（30分）
予習：あそびの意義を考える（30
分）
復習：本時を振り返る（30分）
予習：あそびの意義を考える（30
分）
復習：本時を振り返る（30分）
予習：社会とのつながりや役割意
識を考える（30分）
復習：本時を振り返る（30分）
予習：社会とのつながりや役割意
識を考える（30分）
復習：本時を振り返る（30分）
予習：社会とのつながりや役割意
識を考える（30分）
復習：本時を振り返る（30分）
予習：あそびの意義を考える（30
分）
復習：本時を振り返る（30分）
予習：あそびの意義を考える（30
分）
復習：本時を振り返る（30分）
予習：あそびの意義を考える（30
分）
復習：本時を振り返る（30分）
予習：あそびの意義を考える（30
分）
復習：本時を振り返る（30分）
予習：あそびの意義を考える（30
分）
復習：本時を振り返る（30分）
予習：活動全般をふりかえる（30
分）  復習：成果と課題について
まとめる（30分）
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『幼稚園教育要領解説〈平成30年3月〉』文部科学省(著)（2018）

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

本講では、①保育者とはどのような位置づけにあるのか、②保育者とはどのような職業なのか、③保育者に求められる専門性
とは何か、の３点を柱に講義を行う。
本授業は幼児教育学科の学修成果（1）に対応する。

『コンパス保育者論』上野・米谷（2021）建帛社『イラストで読む！幼稚園教育要領 保育所保育指針 幼保連携型認定こども園教育・保育要領
はやわかりBOOK』無藤・汐見（2017）学陽書房『手遊び百科』 植田(2006)ひかりのくに

教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

保育士（9年）　精神保健福祉士（1年）

１年後期
必修、専門科目

講義
2単位

専門科目

保育者論

宮地あゆみ

授業内課題（10％）、定期試験（80％）、授業内発表（10％）　　　

質問がある場合は、授業終了後もしくは研究室へ訪ねてきてください。
また、メールでの問い合わせも可能です。 G-mail: miyadi@kyushuotani.online

講義を通し、自身がどのような保育者になりたいか、そのためにはどのような学びが必要かを考え、実践に移していく力の基
礎を身につけることを目標とする。

自身がどのような保育者になりたいか明確にイメージできるようになり、そのためにはどのような学びが必要かを考え、実践
に移していく力の基礎が身についているか、授業内演習および発表や課題の評価と合わせて定期試験を実施し6割以上正答でき
る。

オリエンテーション　保育に求められる力、保育者になることとは

保育者の仕事と役割　幼稚園、保育園、認定こども園での、保育者の業務について

保育者の仕事と役割　保育者の業務について、一日・週・月・年間について

保育者になるための学び

保育者に求められる資質とは

保育者の役割（子ども）　特別な支援を必要とする子どもについて

保育者の役割（保護者・家庭）保護者との関係作りと支援について

保育者の役割（クラス運営）（１）保育計画をどのように立てるか

保育者の役割（クラス運営）（２）集団の中での子ども達の成長について

保育者の役割（地域）地域における保育者の役割について

子どもの育ちの危機と子育て支援

保育者同士の連携、協働　職場関係、職員間の連携について

保育者の生涯発達　学び続ける保育者

保育者とは　自分が理想とする保育者像を考える

まとめ　専門性を持った保育者とは

予習：教科書を読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）。
予習：教科書を読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
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資料については授業内で適宜提示する。

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

授業のテーマに沿ってテキストや参考資料を使用して講義形式を中心に授業を行う。演習やペア・グループ討議等のアクティ
ブラーニングを取り入れた授業も含む。毎回の授業に対する学生の理解と意欲・関心等を確認するために小レポートを提出し
てもらう。
本授業は幼児教育学科の学修成果（1）に対応する。

なし教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

ディスカッションなどの、グループワークを行い評価に加味する。

１年後期
必修、専門科目

講義
2単位

専門科目

教育原理

西村幸一郎・樋口光融

定期試験（30％）、授業への取り組みと小レポート（40％）、受講態度（30％）

随時メールで受け付ける。

教育の基本的概念や教育の理念について学ぶとともに、教育の歴史や指導に関する基礎的知識を身につけ、過去から現代に至
るまでの教育・社会・学校との関わりについて理解できる。

教育の基本的概念や教育の理念について学ぶとともに、教育の歴史や指導に関する基礎的知識を身につけ、過去から現代に至
るまでの教育・社会・学校との関わりについて理解できていることを、発表、レポート、小論文、定期試験で評価する。

教育の意義と目的

教育を成り立たせる要素と相互関係

教育の歴史（家族と社会）

近代教育制度について

現代社会における教育的課題

教育の思想（家庭や子ども）

教育の思想（学校や学習）

教育の思想（日本や諸外国の教育思想家）

近年の教育の課題

教育事情や教育改革の動向

教育制度の意義・原理・仕組み

教育制度をめぐる諸課題

教育経営（学内外との連携）

現代の教育課題（地域との連携）

現代の教育課題（学校安全・危機管理）

予習：シラバスに目を通しておく
（2時間）　復習：授業を振り返
る（2時間）
予習：配布プリントを読んでおく
こと（2時間）　復習：授業を振
り返る（2時間）
予習：配布プリントを読んでおく
こと（2時間）　復習：授業を振
り返る（2時間）
予習：配布プリントを読んでおく
こと（2時間）　復習：授業を振
り返る（2時間）
予習：配布プリントを読んでおく
こと（2時間）　復習：授業を振
り返る（2時間）
予習：配布プリントを読んでおく
こと（2時間）　復習：授業を振
り返る（2時間）
予習：配布プリントを読んでおく
こと（2時間）　復習：授業を振
り返る（2時間）
予習：配布プリントを読んでおく
こと（2時間）　復習：授業を振
り返る（2時間）
予習：配布プリントを読んでおく
こと（2時間）　復習：授業を振
り返る（2時間）
予習：配布プリントを読んでおく
こと（2時間）　復習：授業を振
り返る（2時間）
予習：配布プリントを読んでおく
こと（2時間）　復習：授業を振
り返る（2時間）
予習：配布プリントを読んでおく
こと（2時間）　復習：授業を振
り返る（2時間）
予習：配布プリントを読んでおく
こと（2時間）　復習：授業を振
り返る（2時間）
予習：配布プリントを読んでおく
こと（2時間）　復習：授業を振
り返る（2時間）
予習：配布プリントを読んでおく
こと（2時間）　復習：授業を振
り返る（2時間）
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なし

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

この授業は、乳幼児期の子どもの発達を捉える理論を学び、発達を捉える視点を養う授業である。合わせて、子どもの学びの
過程や特性について基礎的な知識を学び、主体的な学びを支える人との相互的な関わりや、環境の意義についても理解を深め
る。
本授業は幼児教育学科の学修成果（1）に対応する。

『保育の心理学』（萌文書林）井戸ゆかり（編著）(2019)教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

授業中、無許可での電子機器（スマホ・タブレット・ICレコーダー等）の使用は禁止する。合理的配慮として必要な場合は、事前に許可を得る
こと。

１年前期
必修、専門科目

講義
2単位

専門科目

保育の心理学

岡田健一

授業態度（30％）、授業後の復習課題（50％）、到達度確認テスト（20％）
授業後の復習課題については、授業内でフィードバックを行う。

質問・相談は、授業終了後の教室か研究室で受け付ける。

１．子どもの心身の発達について、基礎的な知識を習得し、発達を捉える視点が育っている。
２．子どもの発達に関わる心理学の基礎を習得し、養護及び教育の一体性や発達に即した援助の基本となる子ども理解を理解
している。
３．子どもの学びの家庭や特性について基礎的な知識を習得し、心理的特性を踏まえた学習活動を支える指導の基礎を理解し
ている。

到達目標に明示している3点を、授業後の復習課題と到達度確認テストの得点、及び授業態度で評価する。

オリエンテーション
子どもの発達を理解することの意義

子どもの発達と環境

発達理論と子ども観・保育観

子どもの発達過程：乳児期の発達

子どもの発達過程：社会情動的発達

子どもの発達過程：身体的機能の発達

子どもの発達過程：運動機能の発達

子どもの発達過程：認知の発達

子どもの発達過程：言語の発達

基本的生活習慣の獲得と発達

子どもの学びと保育：乳幼児期の学びに関わる理論

子どもの学びと保育：乳幼児期の学びの過程と特性

子どもの学びと保育：乳幼児期の学びを支える保育

児童期・青年期の発達

まとめ（到達度確認テスト）

予習：教科書を読む(2時間)
復習：授業を振り返り、復習課題
を提出(2時間)
予習：教科書を読む(2時間)
復習：授業を振り返り、復習課題
を提出(2時間)
予習：教科書を読む(2時間)
復習：授業を振り返り、復習課題
を提出(2時間)
予習：教科書を読む(2時間)
復習：授業を振り返り、復習課題
を提出(2時間)
予習：教科書を読む(2時間)
復習：授業を振り返り、復習課題
を提出(2時間)
予習：教科書を読む(2時間)
復習：授業を振り返り、復習課題
を提出(2時間)
予習：教科書を読む(2時間)
復習：授業を振り返り、復習課題
を提出(2時間)
予習：教科書を読む(2時間)
復習：授業を振り返り、復習課題
を提出(2時間)
予習：教科書を読む(2時間)
復習：授業を振り返り、復習課題
を提出(2時間)
予習：教科書を読む(2時間)
復習：授業を振り返り、復習課題
を提出(2時間)
予習：教科書を読む(2時間)
復習：授業を振り返り、復習課題
を提出(2時間)
予習：教科書を読む(2時間)
復習：授業を振り返り、復習課題
を提出(2時間)
予習：教科書を読む(2時間)
復習：授業を振り返り、復習課題
を提出(2時間)
予習：教科書を読む(2時間)
復習：授業を振り返り、復習課題
を提出(2時間)
予習：到達度確認テストの準備を
行う(4時間)
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『イラストで読む！幼稚園教育要領 保育所保育指針 幼保連携型認定こども園教育・保育要領はやわかりBOOK』無藤・汐見（2017）学陽書房『
手遊び百科』 植田(2006)ひかりのくに

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

『幼稚園教育要領』では教育課程の編成および全体的な計画の作成を行うこと、『保育所保育指針』『幼保連携型認定こども
園教育・保育要領』では全体的な計画の作成を行うことが定められ、保育期間全体を通し、発達過程を踏まえつつ計画的に保
育を行うことが求められている。　本講義では、全体的な計画・教育課程から指導計画まで保育の計画の全体構造を理解し、
見通しを持って保育を行うことための基礎的知識について学ぶ。その上で、子ども理解に基づいて保育を計画し、長期・短期
の指導計画を作成し実施する手順を理解し、適切に立案出来ることを目指す。また、子どもの発達を保障し、保育の質の向上
を図るための保育の評価、カリキュラム・マネジメントの意義と方法について理解し、適切に実施出来ることを目指す。　本
授業は幼児教育学科の学修成果

岩﨑淳子・及川留美・粕谷亘正（2018）『教育課程・保育の計画と評価』（萌文書林）、瀧川光治・小栗正裕・宮地あゆみ編（2025）『保育の
学びファーストステップ』（青踏社）

教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

保育所保育士9年・精神保健福祉士1年

１年後期
選択、専門科目

講義
2単位

専門科目

教育・保育課程論

宮地あゆみ

定期試験（50％）、課題やグループワークなどの授業参加状況（50％）

質問がある場合は、授業終了後もしくは研究室へ訪ねてきてください。
また、メールでの問い合わせも可能です。 G-mail: miyadi@kyushuotani.online

乳幼児の発達と保育を計画的の意義、全体的な計画・教育課程と指導計画との関連性について、期の指導計画と短期の指導計
画との関連性について説明することが出来る。教育課程・全体的な計画を踏まえ、組織的・計画的に指導計画について考え、
保育の計画と評価の関連性について理解し、カリキュラム・マネジメントの意義と実施の方法について説明することが出来
る。

保育者となることを意識し、カリキュラム・マネージメントの意義を理解し、保育計画を作成しすることが出来る様になる。

授業ガイダンス／幼児教育・保育の基本と計画　カリキュラムの基礎理論

幼児教育・保育における計画の種類と意義

子ども理解に基づく計画―子どもの姿・ねらい・内容と保育の質の向上

保育における計画の実際①―全体的な計画の意義

保育における計画の実際②―全体的な計画と園の特徴

保育における計画の実際③―3歳以上児の長期の指導計画

保育における計画の実際④―3歳未満児の長期の指導計画

保育における計画の実際⑤―3歳以上児の短期の指導計画

保育における計画の実際⑥―3歳未満児の短期の指導計画

保育における計画の実際⑦―3歳以上児の短期の指導計画

保育における計画の実際⑧―3歳未満児の短期の指導計画

指導計画作成上の留意事項と計画に基づく保育の柔軟な展開

保育における計画の実際⑨―3歳以上児の個別の指導計画

保育における計画の実際⑩―3歳未満児の個別の指導計画

保育の記録と省察・自己評価・保育の質向上に向けた改善の取組

予習：教科書を読む（2時間）　
復習：教科書と配布資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）　
復習：教科書と配布資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）　
復習：教科書と配布資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）　
復習：教科書と配布資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）　
復習：教科書と配布資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）　
復習：教科書と配布資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）　
復習：教科書と配布資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）　
復習：教科書と配布資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）　
復習：教科書と配布資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）　
復習：教科書と配布資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）　
復習：教科書と配布資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）　
復習：教科書と配布資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）　
復習：教科書と配布資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）　
復習：教科書と配布資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書を読む（2時間）　
復習：教科書と配布資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
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適宜、資料を配布する

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

乳幼児教育において育みたい資質・能力を理解し、遊びを通した総合的な支援のあり方、幼稚園教育要領等における領域の関
連性、乳幼児の発達や興味・関心に基づいた保育の構想等について学ぶ。
本授業は幼児教育学科の学修成果（8）に対応する。

『遊びと生活をひらく保育内容総論』（2022）太田光洋（ミネルヴァ書房）教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

実際に屋内外にて身体を動かす場面があるため、体調管理には留意する

１年前期
選択、専門科目

演習
1単位

専門科目

保育内容総論

吉栁佳代子・永山　寛

受講態度（40％）、授業内課題および提出物（30％）、レポート課題（30％）
レポート等は、フィードバックしたうえで返却するが、念のためコピーをとっておくこと

質問、相談については、授業前後に授業場所あるいは研究室にて受け付ける

保育の基本的な考え方についての理解や指導計画の考え方についての理解、乳幼児の発達的な特徴を踏まえた保育実践の方法
を構想することができる。また、他者と協働する力を持ち、その力を遊びを通して地域社会で活かすことができる。

授業成績は、授業への取り組み態度（主体性やグループワークなど）、知識・技能の確認小テストおよびレポート提出等によ
り総合評価し、総合評価が60%以上で合格（C判定以上）となる。

幼稚園・保育所の制度と生活

遊びを通して何を経験しているか（１）身近な素材で遊ぶ

遊びを通して何を経験しているか（２）遊びを分析する

幼稚園・保育所の一日

遊びや生活を通して学ぶ

幼稚園教育要領・保育所保育指針における保育の基本

５領域と保育内容

発達段階に応じた保育内容（１）グループ討議

発達段階に応じた保育内容（２）発表

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」と保育内容（事例から考える）

指導計画（長期および短期指導計画）

保育内容を深める教材と指導案の作成

模擬保育の実施と評価（１）グループ発表

模擬保育の実施と評価（２）クラス発表

自主性・主体性を育む行事の計画と指導

予習：要領・指針を読む（30分）
復習：本時を振り返る（30分）

予習：遊びをイメージする（30
分）
復習：本時を振り返る（30分）
予習：遊びの意義を考える（30
分）
復習：本時を振り返る（30分）
予習：園生活を思い出す（30分）
復習：本時を振り返る（30分）

予習：園生活を調べる（30分）
復習：本時を振り返る（30分）

予習：テキストを読む（30分）
復習：本時を振り返る（30分）

予習：テキストを読む（30分）
復習：本時を振り返る（30分）

予習：テキストを読む（30分）
復習：本時を振り返る（30分）

予習：考えをまとまる（30分）
復習：本時を振り返る（30分）

予習：テキストを読む（30分）
復習：本時を振り返る（30分）

予習：テキストを読む（30分）
復習：本時を振り返る（30分）

予習：テキストを読む（30分）
復習：本時を振り返る（30分）

予習：発表の準備をする（30分）
復習：本時を振り返る（30分）

予習：発表の準備をする（30分）
復習：本時を振り返る（30分）

予習：これまでの内容を振り返る
（30分）
復習：本科目を振り返る（30分）
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なし

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

臨床心理学における心理療法・カウンセリングの基本を理解し、愛着の問題や児童虐待などの心的外傷に関する支援方法を学
ぶ。
本授業は幼児教育学科の学修成果（2）に対応する。

なし教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

臨床心理士として14年の実務経験

１年後期
選択、専門科目

講義
2単位

専門科目

臨床心理学（特講）

河村陽子

受講態度（10％）、授業内課題（50％）、【　自分史作成レポート　】（40％）

質問、相談については、授業前後に授業場所あるいは研究室にて受けつける

愛着の問題や児童虐待などの心的外傷のある子どもに見られる特徴を理解し、早期に気づくことができるようになる。また、
子どもへの心理的支援および保護者への対応について理解する。自分史を振り返り、保育者としての課題を見つけることがで
きる。

到達目標に明示している心的外傷のある子どもへの理解と支援に関する学習の達成度を測るために、到達確認テストを実施し
評価する。また、自分史の作成も評価の対象とする。

こころの仕組みと保育

心理療法の基本的な考え方①精神力動論的立場

心理療法の基本的な考え方②認知行動論的立場

心理療法の基本的な考え方③人間成長論的立場

保育心理士におけるカウンセリング

カウンセラーの基本的な態度

カウンセリングの様々な技法

愛着理論①アタッチメントとストレンジシチュエーション

愛着理論②愛着障害

愛着理論③愛着障害に対する対応と支援

トラウマ理論①単回性トラウマとファーストエイド

トラウマ理論②慢性反復性トラウマ

児童虐待①チャイルドマルトリートメント

児童虐待②事例検討

児童虐待③事例検討ふりかえり

予習：シラバスを確認しておく（
2時間）
復習：本時を振り返る（2時間）
予習：エディプスコンプレックス
を調べる（2時間）
復習：本時を振り返る（2時間）
予習：学習理論について復習して
おく（2時間）
復習：本時を振り返る（2時間）
予習：マズローの欲求段階説を調
べる（2時間）
復習：本時を振り返る（2時間）
予習：相談しやすい人の特徴につ
いて考える（2時間）
復習：本時を振り返る（2時間）
予習：配布資料を読む（2時間）
復習：本時を振り返る（2時間）

予習：配布資料を読む（2時間）
復習：本時を振り返る（2時間）

予習：ストレンジシチュエーショ
ンを調べる（2時間）
復習：本時を振り返る（2時間）
予習：愛着理論について調べる（
2時間）
復習：本時を振り返る（2時間）
予習：配布資料を読む（2時間）
復習：本時を振り返る（2時間）

予習：トラウマについて調べる（
2時間）
復習：本時を振り返る（2時間）
予習：児童虐待の現状について調
べる（2時間）
復習：本時を振り返る（2時間）
予習：配布資料を読む（2時間）
復習：本時を振り返る（2時間）

予習：配布資料を読む（2時間）
復習：本時を振り返る（2時間）

予習：これまでの内容を振り返る
（2時間）
復習：本時を振り返る（2時間）
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科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

「教育実習Ｉ」と一体的に行うものであり、教育実習の事前指導、事後指導として実施する。教育実習の意義を理解するとと
もに、事前指導では、教育実習生として幼稚園の教育活動に参画する意識を高め、事後指導では教育実習を経て得られた成果
や課題等を省察するとともに、幼稚園教諭免許取得までに習得すべき技能や知識等について理解する。
本授業は幼児教育学科の学修成果（4）に対応する。

『保育所実習・幼稚園教育実習』（保育出版会）太田光洋（編著）(2018)教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

実習に必要な書類の説明・記入等があるため、すべての授業に出席するのが原則。欠席時は自ら授業内容を確認し、授業内課題の提出を行うこ
と。授業内課題が終わらない場合は、実習に行けないことがあるので注意。

１年後期
選択、専門科目

演習
1単位

専門科目

教育実習指導Ⅰ

岡田健一・宮地あゆみ

実習や授業に臨む姿勢・態度（30%）、授業内課題（実習書類提出等を含む）（60%）、実習園とのスムーズなコミュニケーション（10%）

実習開始前・終了後については、授業終了後の教室か研究室で受け付ける。
実習期間中は、開始前に知らせる実習担当者携帯電話またはメール等で受け付ける。

教育実習生として遵守すべき義務等について理解するとともに、その責任を自覚した上で意欲的に教育実習に参加することが
できる。また、教育実習を通して得られた知識と経験を振り返り、幼稚園教諭免許取得までにさらに習得する事が必要な知識
や技能等を理解する。

実習や授業に臨む姿勢・態度（意欲、主体性、積極性、提出期限の遵守など）と、授業内課題（実習書類提出等を含む）、実
習園とのスムーズなコミュニケーションにより総合評価する。

ガイダンス、教育実習の意義

実習に必要な準備と手続きについて、遵守すべき義務

実習園の特色等について

実習生の一日

事前打ち合わせについて

記録の取り方①

記録の取り方②

実習の自己目標確認

実習期間中の帰校日：実習前半の振り返りと後半に向けた目標再設定を行う

実習期間中の帰校日：実習前半を終えての学びや課題の共有を行う

実習での学びと課題の共有、お礼状の書き方

実習の振り返りを行い、自己の学びや課題を明確にする

教育実習Ⅱに向けての学びについて

実習報告書の作成

報告書に基づく発表とまとめ

予習：シラバス並びに幼稚園教育
要領解説に目を通す(30分)
復習：授業資料の振返り(30分)
予習：配布プリントに目を通して
おく(30分)
復習：授業資料の振返り(30分)
予習：実習園について、Web・求
人情報等で情報収集を行う(30分)
復習：授業資料の振返り(30分)
予習：実習手続きに必要な書類の
準備と提出(30分)
復習：授業資料の振返り(30分)
予：事前打ち合わせで得るべき情
報についてリストアップする(30
分)復：授業資料の振返り(30分)
予：前期「実習基礎演習」の資料
と記録を見て振り返っておく(30
分)復：授業資料の振返り(30分)
予習：日誌練習記入の清書を行う
(30分)
復習：授業資料の振返り(30分)
予習：実習で学びたいことを明確
にしておく(30分)
復習：授業資料の振返り(30分)
予習：実習記録を整理しておく(3
0分)
復習：授業資料の振返り(30分)
予習：実習前半を振り返り、学び
や課題を明確にしておく(30分)
復習：授業資料の振返り(30分)
予習：実習記録を整理しておく(3
0分)
復習：授業資料の振返り(30分)
予習：お礼状を書き園に持参する
(30分)
復習：授業資料の振返り(30分)
予習：これから学びたいことを明
確にする(30分)
復習：授業資料の振返り(30分)
予習：報告書の仕上げ(30分)
復習：授業資料の振返り(30分)

予習：実習の振返り(30分)
復習：実習指導全体の振り返り(3
0分)
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科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

幼稚園または認定こども園（幼稚園部分）において2週間の実習を行う。実習を通して、教育者としての愛情と使命感を深め、
将来保育者になる上での能力や資質を高め課題を自覚する。幼児教育の実際を体験的・総合的に理解し、教育実践ならびに教
育実践研究の基礎的な能力と態度を身につける。
本授業は幼児教育学科の学修成果（6）に対応する。

太田光洋（編著）(2018):保育所実習・幼稚園教育実習．保育出版会．教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

実習に行くには、「教育実習指導I」と同時に履修し、書類提出などの条件を満たすこと。また、実習園によっては、別途給食費等の負担があ
る場合もある。

１年後期
選択、専門科目

実習
2単位

専門科目

教育実習Ⅰ

岡田健一・宮地あゆみ

実習園による評価（50%）、事前事後の評価（50%）

実習開始前・終了後については、授業終了後の教室か研究室で受け付ける。
実習期間中は、開始前に知らせる実習担当者携帯電話またはメール等で受け付ける。

教育実習指導Ｉと一体的に実施する。

実習開始前に園に出向き、事前打ち合わせを行う。ここでは、園の実習
指導担当者等に、実習園の概要や実習配属クラス等を尋ね、実習園につ
いて理解を深めるとともに、実習に向けた準備の為に必要な情報を得る
。

実習期間中は、主に以下の内容について実践し学びを深める。

（１）観察及び参加並びに実習園の理解に関する事項

　①幼児とのかかわりを通して、その実態や課題を把握する。
　②実習園の教諭が実施する保育を視点を持って観察し、事実に即して
記録する。
　③実習園の学校経営方針及び特色ある教育活動並びにそれらを実施す
る為の組織体制について理解する。
　④教諭（学級担任等）の補助的な役割を担う。
（２）保育内容の指導及び学級経営に関する事項

　①幼稚園教育要領及び幼児の実態等を踏まえた適切な指導について、
観察・参加を通して学ぶ。
　②保育に必要な基礎的技術（話法・保育形態・保育展開・環境校正な
ど）を実地に則して身につける。
　③学級担任等の役割と職務内容を実地に則して理解する。
　④様々な活動の場面で適切に幼児と関わる。

①実習に向けて、自身が実習
で学びたいこと、積極的に取
り組みたいことを明確にして
臨むこと。

②「教育実習指導」における
内容をよく振り返り、事前提
出書類、準備物、身だしなみ
等の準備をぬかりなく行う事
。

③実習期間中は、毎日１日の
振り返りを行い、日誌の記入
、記録の整理を行う事。

④実習期間中は、実習担当教
諭や園の先生方の指導・アド
バイス等を謙虚に受け止め、
振り返りに基づく具体的目標
の再設定を行うこと。

⑤実習終了後は、実習全体の
振り返りを行い、記録をまと
めるとともに、課題等を明確
にすること。

（予習・復習に30時間必要）

１．観察・参加を通して、子ども理解を深めるとともに、幼児の園での生活の実態や課題を把握する。
２．幼稚園教諭の在り方や姿勢について具体的に学び、保育の補助的な役割を担うことができる。
３．学校経営方針及び特色ある教育活動並びにそれらを実施する為の教諭の職務や組織体制について理解する。

実習への取り組みや態度、実習記録（日誌）、実習での学びについて、園評価と大学評価にて総合的に判断する。



『平成29年告示 幼稚園教育要領 保育所保育指針 幼保連携型認定こども園教育・保育要領 原本』（内閣府、文科省、厚労省、チャイルド社）

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

現代における乳児を取り巻く環境について知り、教育・保育施設においての乳児保育の意義・目的・役割などを学ぶ。出生し
てから著しく成長発達していく乳児の生活や遊びの実態を知り、３歳未満児の保育について理解を深める。
本授業は幼児教育学科の学修成果（1）に対応する。

『乳児保育 Ⅰ・Ⅱ』松本園子　（ななみ書房）教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

保育士資格取得必修

教科書は乳児保育Ⅰ・Ⅱを通して使用する

１年後期
選択、専門科目

講義
2単位

専門科目

乳児保育Ⅰ

吉栁佳代子・姫野祐輝

小レポートを実施し評価する（60％）、課題作品の制作を行い評価する（20％）、積極的な授業内での発表やグループワークを受講態度として
評価する（20％）

授業の終わりに声をかけてください。

乳児保育の意義・目的と歴史的変遷及び役割等について理解する。
保育所・乳児院等多彩な保育の場における乳児保育の現状と課題について理解する。
３歳未満児の発育・発達を踏まえた保育の内容と運営体制について理解する。
乳児保育における職員間の連携・協働及び、保護者や地域の関係機関との連携について理解する。

乳児保育の意義・目的と歴史的変遷や役割を理解し、３歳未満児の生活や遊びの実態、保育内容や等理解する。
これらの理解度を測るために、授業内発表、授業ごとの小レポートとテストにて評価する。

ガイダンス　	 	
命の誕生について学ぶ

乳児保育の意義・目的と歴史的変遷について学ぶ

乳児保育の役割と機能について学ぶ

乳児保育における養護及び教育について学ぶ

乳児保育及び子育て家庭に対する支援をめぐる社会的状況と課題について学ぶ

保育所における乳児保育と保育所以外の児童福祉施設（乳児院等）における乳児保育につい
て学ぶ

家庭的保育等における乳児保育
３歳未満児とその家庭を取り巻く環境と子育て支援の場について学ぶ

３歳未満児の生活と環境について学ぶ

３歳未満児の遊びと環境について学ぶ

３歳以上児の保育に移行する時期の保育について学ぶ

３歳未満児の発育・発達を踏まえた保育士等による援助や関わりについて学ぶ

３歳未満児の発育・発達を踏まえた保育における配慮について学ぶ

乳児保育における計画・記録・評価とその意義について学ぶ

職員間の連携・連帯
保護者との連携・連帯
自治体や値域の関係機関との連携・協働について学ぶ
本授業でのまとめ・着脱、おむつ替え、調乳を演習で学ぶ

予習：命の誕生を扱った絵本を探
して読む（2時間）
復習：授業を振り返る（2時間）
予習：教科書　第1回を読んでお
く（2時間）
復習：授業を振り返る（2時間）
予習：教科書　第2回を読んでお
く（2時間）
復習：授業を振り返る（2時間）
予習：教科書　第3回を読んでお
く（2時間）
復習：授業を振り返る（2時間）
予習：教科書　第4回を読んでお
く（2時間）
復習：授業を振り返る（2時間）
予習：教科書　第5回を読んでお
く（2時間）
復習：授業を振り返る（2時間）
予習：教科書　第6回を読んでお
（2時間）
復習：授業を振り返る（2時間）
予習：教科書　第7回を読んでお
く（2時間）
復習：授業を振り返る（2時間）
予習：教科書　第8回を読んでお
く（2時間）
復習：授業を振り返る（2時間）
予習：前回の授業から質問を考え
る（2時間）
復習：授業を振り返る（2時間）
予習：教科書　第9回を読んでお
く（2時間）
復習：授業を振り返る（2時間）
予習：教科書　第10回を読んでお
く（2時間）
復習：授業を振り返る（2時間）
予習：教科書　第11回を読んでお
く（2時間）
復習：授業を振り返る（2時間）
予習：教科書　第12回、第13回を
読んでおく（2時間）
復習：授業を振り返る（2時間）
予習：育児行為について調べる（
2時間）　復習：まとめレポート
作成（2時間）
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なし

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

子どもの健やかな発育を支え、子どもの命を守っていくための保育を、保育活動・保健活動の視点から学ぶ。疾病予防・健康
増進について、養護の観点からも理解するために、乳幼児から幼児期の成長発達を学び、子どもの保健に関する知識を習得す
る。
本授業は幼児教育学科の学修成果（1）に対応する。

『子どもの保健』（中央法規出版）教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

実務経験　看護師（11年）、保健師（3年）

１年前期
選択、専門科目

講義
2単位

専門科目

子どもの保健

小川理紗

課題（20％）、受講態度（20％）、定期試験（60％）
その都度教員によるフィードバックを実施する。

授業内もしくは研究室

1．子どもの発育・発達について学び、心身の健康増進を図る保健活動の意義を理解する。
2．子どもの心身の健康状態の把握の方法・疾病とその予防法及び対処法を理解する。
3．子どもの健康増進・疾病予防における他職種間連携・協働の必要性を理解する。

授業の中で、子どもの健康に関する課題レポートを提示したり、意見を求めたりする。
授業に臨む態度やレポート提出の内容などを基に評価する。

生命の保持と情緒の安定にかかる保健活動の意義と目的

健康の概念と健康指標

現代社会における子どもの健康に関する現状と母子保健施策

地域における保健活動と子ども虐待防止

身体発育および運動機能の発達と保健

生理機能の発達と保健

健康状態の観察および心身の不調等の早期発見

発育・発達の把握と健康診断、健康教育

保護者との情報共有

主な疾病の特徴　新生児の病気、先天性の病気

主な疾病の特徴　循環器、呼吸器、血液、消化器の病気

主な疾病の特徴　アレルギー、免疫、腎泌尿器、内分泌の病気

主な疾病の特徴　脳の病気、その他の病気

主な疾病の特徴　感染症

子どもの疾病の予防と適切な対応

予習：教科書　第1講（2時間）
復習：配布資料含め本時の振り返
り（2時間）
予習：教科書　第2講（2時間）
復習：配布資料含め本時の振り返
り（2時間）
予習：教科書　第3講（2時間）
復習：配布資料含め本時の振り返
り（2時間）
予習：教科書　第4講（2時間）
復習：配布資料含め本時の振り返
り（2時間）
予習：教科書　第5講（2時間）
復習：配布資料含め本時の振り返
り（2時間）
予習：教科書　第6講（2時間）
復習：配布資料含め本時の振り返
り（2時間）
予習：教科書　第7講（2時間）
復習：配布資料含め本時の振り返
り（2時間）
予習：教科書　第8講・第15講（2
時間）　　復習：配布資料含め本
時の振り返り（2時間）
予習：教科書　第9講（2時間）
復習：配布資料含め本時の振り返
り（2時間）
予習：教科書　第10講（2時間）
復習：配布資料含め本時の振り返
り（2時間）
予習：教科書　第11講（2時間）
復習：配布資料含め本時の振り返
り（2時間）
予習：教科書　第12講（2時間）
復習：配布資料含め本時の振り返
り（2時間）
予習：教科書　第13講（2時間）
復習：配布資料（2時間）

予習：教科書　第14講（2時間）
復習：配布資料含め本時の振り返
り（2時間）
予習：教科書　第15講（2時間）
復習：配布資料含め本時の振り返
り（2時間）
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日本人の食事摂取基準2020年度
「授乳・離乳の支援ガイド2019年」厚生労働省

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

栄養に関する基礎的知識、子どもの発達段階に応じた栄養特性と食生活の重要性を学ぶ。さらに、食生活を含め子育て支援を
行う専門職として、適切な食生活指導を行うことのできる応用力を養う。
本授業は幼児教育学科の学修成果（2）に対応する。

『イラスト子どもの食と栄養』（東京教学社）著者代表　森脇千夏教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

管理栄養士として30年の実務経験を有する。

１年前期
選択、専門科目

演習
1単位

専門科目

子どもの食と栄養Ⅰ

彌永清子

授業内課題（20％）、定期試験（80％）　
授業内課題は、次回授業中にフィードバックを行う。

「九州大谷Online」のclassroomで質問相談等の受け付けを行う。

１健康な生活の基本としての食生活の意義や栄養に関する基本的知識を習得する。
２子どもの発育・発達と食生活の関連について理解する。
３養護及び教育の一体性を踏まえた保育における食育の意義・目的、基本的考え方、その内容等について理解する。
４家庭や児童福祉施設における食生活の現状と課題について理解する。
５関連するガイドラインや近年のデータ等を踏まえ、子どもの食と栄養について理解する。

到達目標に明示している1～5の達成度を測るために、授業内課題（課題提出率、課題内容）、定期試験での評価を行う。

オリエンテーション・子どもの健康と食生活の意義

子どもの心身の健康と食生活　～子供の発育・発達と食生活～

子どもの食生活の現状と課題・世界の子どもの食生活

栄養の基本的概念と栄養素の種類と機能Ⅰ（エネルギー・炭水化物・たんぱく質・脂質）

栄養の基本的概念と栄養素の種類と機能Ⅱ（ビタミン・ミネラル）

栄養に関する基本的知識Ⅰ（食事バランスガイド・６つの基礎食品・三食食品群）

栄養に関する基本的知識Ⅱ（食事摂取基準）

栄養に関する基本的知識Ⅲ（献立作成と調理の基本について）

衛生管理（食中毒の種類とその予防）、食品の表示制度

献立作成Ⅰ(幼児期に必要な栄養素を考慮した献立作成)

献立作成Ⅱ(幼児期に必要な栄養素を考慮した献立作成)

献立作成Ⅲ(幼児期に必要な栄養素を考慮した献立発表)

妊娠・授乳期の栄養と食生活

乳児期の栄養と食生活

前期授業のまとめ（復習）

予習：食生活の意義についてテキ
ストを読み込む(1時間）　復習：
授業の振り返りを行う(1時間）
予習：子どもの発育・発達につい
て調べる(1時間）　復習：授業の
振り返りを行う(1時間）
予習：子どもの食生活の現状を調
べる(1時間）　復習：授業の振り
返りを行う(1時間）
予習：栄養素とそれを含む食品を
調べる(1時間）　復習：授業の振
り返りを行う(1時間）
予習：栄養素とそれを含む食品を
調べる(1時間）　復習：授業の振
り返りを行う(1時間）
予習：食事のバランスを取る方法
を調べる(1時間）　復習：授業の
振り返りを行う(1時間）
予習：食事摂取基準について調べ
る(1時間）　復習：授業の振り返
りを行う(1時間）
予習：栄養バランスの実践方法を
考える(1時間）　復習：授業の振
り返りを行う(1時間）
予習：食中毒の過去の事例につい
て調べる(1時間）　復習：授業の
振り返りを行う(1時間）
予習：幼児期に必要な栄養素につ
いて調べる(1時間）　復習：授業
の振り返りを行う(1時間）
予習：幼児期に必要な献立を考え
る(1時間）　復習：授業の振り返
りを行う(1時間）
予習：作成した献立の発表準備を
行う(1時間）　復習：授業の振り
返りを行う(1時間）
予習：妊娠期の食事と胎児の関係
についてまとめる(1時間）　復
習：授業の振り返りを行う(1時
間）予習：乳児期の栄養について調べ
る(1時間）　復習：授業の振り返
りを行う(1時間）
教科書、配布資料の整理と復習を
しておく(1時間）　復習：授業の
振り返りを行う(1時間）
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「授乳・離乳の支援ガイド2019年」厚生労働省
「保育所におけるアレルギー対応ガイドライン」厚生労働省2019年

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

食育基本法を理解し、幼児期から老年期におけるライフステージに応じた食生活について学ぶ。また、食育の推進について実
践力を養う。特別な配慮を要する子どもの食と栄養について、現状とその対応を理解する。
本授業は幼児教育学科の学修成果（2）に対応する。

『イラスト子どもの食と栄養』（東京教学社）著者代表　森脇千夏教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

管理栄養士として30年の経験を有する

１年後期
選択、専門科目

演習
1単位

専門科目

子どもの食と栄養Ⅱ

彌永清子

授業内課題（30％）、定期試験（70％）
課題プリントは次回授業にてフィードバックする

「九州大谷Online」のclassroomで質問相談等の受け付けを行う。

１健康な生活の基本としての食生活の意義や栄養に関する基本的知識を習得する。
２子どもの発育・発達と食生活の関連について理解する。
３養護及び教育の一体性を踏まえた保育における食育の意義・目的、基本的考え方、その内容等について理解する。
４家庭や児童福祉施設における食生活の現状と課題について理解する。
５関連するガイドラインや近年のデータ等を踏まえ、特別な配慮を要する子どもの食と栄養について理解する。

到達目標に明示している達成度を測るために、授業内課題（プリント提出率）、定期試験での評価を行う。

ライフステージ別の栄養と食生活①
〝授乳・離乳の支援ガイド〟について

ライフステージ別の栄養と食生活②
離乳期の栄養・離乳食のポイントについて

ライフステージ別の栄養と食生活③
離乳食介助のポイントについて

ライフステージ別の栄養と食生活④
幼児期の栄養・栄養学的特徴について

ライフステージ別の栄養と食生活⑤
食育のための環境・食生活指導・食を通した保護者への支援
第１～4までに学んだことをいかし、お便りを作成する
ライフステージ別の栄養と食生活⑥
学童期～高齢期の栄養について

食育の基本と食育支援①
保育所（幼稚園）・学校における食育の推進について

食育の基本と食育支援②
食育基本法の概要と食育推進基本計画の概要

幼児を対象にした食育の実践①グループワーク
幼児を対象にした食育の実践・指導案作成

幼児を対象にした食育の実践②グループワーク
幼児を対象にした食教育の実践を行う。媒体作成

幼児を対象にした食育の実践③グループワーク
幼児を対象にした食教育の実践を行う。媒体作成

幼児を対象にした食育の実践④グループワーク
作成した紙芝居を使い発表する

家庭や児童福祉施設における食事と栄養

特別な配慮を要する子どもの食と栄養（障害のある子ども食物アレルギーへの対応）

後期授業のまとめ

予習：授乳・離乳期の食生活の問
題点を調べる(1時間）　復習：授
業の振り返りを行う(1時間）
予習：授乳・離乳期の介助のポイ
ントを調べる(1時間）　復習：授
業の振り返りを行う(1時間）
予習：離乳期の食形態を調べる(1
時間）　復習：授業の振り返りを
行う(1時間）
予習：幼児期の栄養の特徴につい
てまとめる(1時間）　復習：授業
の振り返りを行う(1時間）
予習：媒体作成の準備を行う(1時
間）　復習：授業の振り返りを行
う(1時間）
予習：学童～高齢者の栄養につい
て調べる(1時間）　復習：授業の
振り返りを行う(1時間）
予習：保育所給食の献立を確認す
る(1時間）　復習：授業の振り返
りを行う(1時間）
予習：保護者への栄養情報提供に
ついて調べる(1時間）　復習：授
業の振り返りを行う(1時間）
予習：幼児における食育の内容や
方法を調べる(1時間）　復習：授
業の振り返りを行う(1時間）
予習：食育を行うための媒体作成
の準備を行う(1時間）　復習：授
業の振り返りを行う(1時間）
予習：食育を行うための媒体作成
の準備を行う(1時間）　復習：授
業の振り返りを行う(1時間）
予習：媒体を使用した食育（発
表）の準備をする(1時間）　復
習：授業の振り返りを行う(1時
間）予習：望ましい食生活の意義につ
いてまとめる(1時間）　復習：授
業の振り返りを行う(1時間）
予習：食物アレルギーについて情
報収集する(1時間）　復習：授業
の振り返りを行う(1時間）
教科書・配布資料の整理と復習を
行う(1時間）　復習：授業の振り
返りを行う(1時間）
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『保育の原理と方法』太田・小栗・宮地　編　(2018)　　保育出版会

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

保育者となる上で、保育に関する最も基礎的な事項を学ぶと共に、保育の専門家としての自覚の深化を促す授業である。
本授業は幼児教育学科の学修成果（1）に対応する。

『新保育の学びーファーストステップー』瀧川・小栗・宮地（編）『イラストで読む！幼稚園教育要領 保育所保育指針 幼保連携型認定こども
園教育・保育要領はやわかりBOOK』無藤・汐見（著編）『保育・幼稚園教育・子ども家庭福祉辞典』中坪他

教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

保育士（9年）　精神保健福祉士（1年）

１年前期
選択、専門科目

講義
2単位

専門科目

保育原理

宮地あゆみ

受講態度（20％）、授業内課題（20％）、定期試験（50％）、授業内発表（10％）　

質問がある場合は、授業終了後もしくは研究室へ訪ねてきてください。
また、メールでの問い合わせも可能です。 G-mail: miyadi@kyushuotani.online

保育の意義及び目的、保育に関する法令及び制度、保育所保育指針における保育の基本、保育の思想と歴史的変遷、保育の現
状と課題について理解する。新たな時代における保育の意味を問うことを通し、これからの保育の在り方や保育者としての課
題、解決する能力を獲得する。

保育の在り方や保育者としての課題を理解し解決する能力が身についているか、授業内演習および発表や課題の評価と合わせ
て定期試験を実施し6割以上の回答ができる。

オリエンテ―ション　保育の理念と概念 

子どもの最善の利益と保育

子ども家庭福祉と保育および保育の社会的役割と責任 

法体系における保育の位置付けと関係法令 

子ども・子育て支援新制度と保育の実施体系 

保育所保育指針における保育の基本 

保育所保育に関する基本原則および保育における養護

保育の目標 

保育の内容

保育の環境・方法

子どもの理解に基づく保育の過程とその循環

保育の思想と歴史的変遷 

日本の保育の思想と歴史および現状

諸外国の保育の思想と歴史および現状 

まとめ

予習：教科書読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
予習：教科書読む（2時間）
復習：教科書と配付資料を振り返
り課題に取り組む（2時間）
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「国民の福祉と介護の動向」厚生統計協会編
必要に応じ、プリント資料を配布する。

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

本講義においては、生活者の視点に立った保障・福祉のサービス内容が理解できるように、支援を必要とする者に対する各種
制度を中心に事例をあげて講義していく。
また、社会福祉の専門職として、必要な相談援助の理論から方法までを学修する。
本授業は幼児教育学科の学修成果（1）に対応する。

『社会保障・社会福祉～生活を支えるしくみ』（学文社）田畑洋一　他著教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

福岡県社会福祉協議会勤務(昭和60年～平成13年12月)

１年前期
選択、専門科目

講義
2単位

専門科目

社会福祉

中村秀一

授業内課題(30％)、定期試験(70％)　単元ごとに、復習問題を実施し課題のフィードバックを行います。

質問・相談は、研究室で受け付けます。ただし、簡易な質問であれば、研究室に限らず随時対応します。

社会福祉の制度と内容について、基本的事項を理解することができる。
相談援助の方法について、基本的な事項を理解することができる。
現在の福祉の課題と動向を理解することができる。
社会福祉における子どもの家庭支援の視点について理解することができる。
社会福祉におぇる利用者の保護に関わる仕組みについて理解することができる。

到達目標に明示している社会福祉の制度と内容の理解、相談援助の方法、福祉の課題と動向を理解することできる、子ども家
庭支援の視点、利用者の保護に関わる視点の達成度を測るために、授業内課題並びに試験を実施し評価する。また、予習復習
による理解度を図るためにも授業内での質問などの積極的授業態度をもって評価とする。

社会福祉の理念と歴史的変遷について　/　生存権、ナショナルミニマム、ノーマライゼー
ション等の説明とその歴史的展開

子ども家庭支援と社会福祉について　/　児童の健全育成とそのための家庭支援の必要性

社会福祉の制度と法体系　/　わが国の社会福祉に関する法律

社会福祉行財政と実施機関、社会福祉施設等　/　福祉事務所、福祉施設の種類と役割

社会福祉の専門職　/　社会福祉の資格と役割、児童福祉施設に配置される専門職の内容

社会保障および関連制度の概要　/　社会保障の概要と生活保護、社会保険等

相談援助の理論　/　ソーシャルワークの理論

相談援助の意義と機能　/　ソーシャルワークの原則と支援助の方法

相談援助の対象と過程　/　保育における子ども、保護者、地域支援

相談援助の方法と技術　/　保育現場における支援活動のモデル

利用者の保護にかかわる仕組み　/　権利擁護にかかわる制度　/　情報提供と第三者評価　
/　人権擁護と苦情解決

少子高齢社会における子育て支援　/　少子化対策における保育支援の役割拡大と課題

共生社会の実現と障がい者施策　/　障がいのとらえ方とインクルージョンの理念、制度

地域福祉の推進 / 地域福祉の考え方と在宅支援の実践

諸外国の福祉の動向　/　イギリス、ドイツ、アメリカ等の社会福祉制度

予：福祉の目的について調べるこ
と(2時間)
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：健全育成の意味を調べること
(2時間)
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：福祉六法を構成する法律名を
調べる(2時間)
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：国や自治体の役割を調べるこ
と(2時間)
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：専門職の種類調べること(2時
間)
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：社会保険の制度名を調べるこ
と(2時間)
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：ソーシャルワークについて調
べる(2時間)
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：ケースワーク⇒テキストを読
む(2時間)
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：子育ての地域支援の具体策を
調べる(2時間)
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：ジェネラリストワークとは(2
時間)
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：人権保障をテキストで確認(2
時間)
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：少子化対策とは何かを調べる
(2時間)
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：障がいとは何かを考えること
(2時間)
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：居住地の地域福祉計画を確認
(2時間)
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：福祉国家の先進例を調べるこ
と(2時間)
復：授業内容を振り返る(2時間)
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必要に応じて、資料プリントを配布します。

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

子ども家庭を取り巻く現状を整理し、子どもの発達を保障する具体的な支援施策を学習していく。なかでも、人権侵害や貧困
による権利侵害等の多様な事象に触れ、その支援に対する方策について教示していく。
本授業は幼児教育学科の学修成果（1）に対応する。

児童育成協会監修『子ども家庭福祉(第2版)』（中央法規）教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

福岡県社会福祉協議会勤務(昭和60年～平成13年12月)

１年後期
選択、専門科目

講義
2単位

専門科目

子ども家庭福祉

中村秀一

授業内課題(30％)、定期試験(70％)　　単元ごとに、復習問題を実施し課題のフィードバックを行います。

質問・相談は、研究室で受け付けます。ただし、簡易な質問であれば、研究室に限らず随時対応します。

子ども家庭福祉の意義と歴史的変遷、子どもの人権擁護について理解することができる。また、各種制度や実施体系等を理解
し、子ども家庭福祉の現状と課題、さらには同行と展望について理解することができる。

到達目標に明示している内容の達成度を測るために、授業内課題並びに試験を実施し評価する。

子ども家庭福祉の理念と概念
児童の最善の利益と子ども家庭福祉の概念を考察する

子ども家庭福祉の歴史的変遷
歴史的展開と現代社会の子ども家庭福祉

子どもの人権擁護
子どもの人権擁護の歴史的変遷と児童の権利に関する条約並びに現代の擁護規定と課題

子ども家庭福祉の制度と実施体制
関係法令と改正についてのポイントと実施体制の専門機関

子ども家庭福祉の施設と専門職
児童福祉施設の措置と利用の施設の専門性

少子化と地域子育て支援
子ども・子育て支援制度の概要と社会的な役割について

母子保健と子どもの健全育成
わが国の母子保健の制度と健全育成の施策と課題

多様なニーズへの対応
教育・保育施設、地域型保育事業と事業所等の支援

子ども虐待、ドメスティックバイオレンスとその防止施策
子どもに与える影響と防止施策を学習する

貧困家庭、外国籍の家庭支援
子どもの貧困の背景因子を学習する

社会的養護
社会的養護の概念と施設について学習する

障がいのある子どもへの対応
障がい児童支援の考え方

少年非行等についての対応
少年非行の現状と支援のシステム

次世代育成支援と子ども家庭福祉の推進
ワークライフバランスと支援の制度を学習

子ども家庭福祉の動向と展望
地域における連携・協働とネットワークの必要性と諸外国の動向

予：テキストを読み下調べを行う
(2時間）
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：テキストを読み下調べを行う
(2時間）
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：テキストを読み下調べを行う
(2時間）
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：テキストを読み下調べを行う
(2時間）
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：テキストを読み下調べを行う
(2時間）
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：テキストを読み下調べを行う
(2時間）
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：テキストを読み下調べを行う
(2時間）
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：テキストを読み下調べを行う
(2時間）
復：授業内容を振り返る(2時間)
予予：テキストを読み下調べを行
う(2時間）
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：テキストを読み下調べを行う
(2時間）
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：テキストを読み下調べを行う
(2時間）
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：テキストを読み下調べを行う
(2時間）
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：テキストを読み下調べを行う
(2時間）
復：授業内容を振り返る(2時間)
予：テキストを読み下調べを行う
(2時間）
復：授業内容を振り返る(2時間)
予予：テキストを読み下調べを行
う(2時間）
復：授業内容を振り返る(2時間)
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科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

障害児保育を支える理念や歴史的変遷について学び、障害児及びその保育について理解する。個々の特性や心身の発達等に
応じた援助や配慮について事例を通して考え、保育における計画の作成や援助の具体的な方法について理解する。障害児その
他の
特別な配慮を要する子どもの家庭への支援や連携・協働について理解し、現代の現状や課題について思考する。
本授業は幼児教育学科の学修成果（2）に対応する。

『障がい児保育の基本と課題』2016年編者：井村圭壯、今井慶宗教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

１年後期
選択、専門科目

演習
1単位

専門科目

障害児保育

宮本光成

出席（15％）、授業内課題提出と評価（30％）、振り返り試験（55％）
授業内の指定された課題への取り組みは、次回授業内でフィードバックする。

メールにて随時受付　（p7008@kyushuotani.online）

１．障害児保育を支える理念や歴史的変遷について学び、障害児及びその保育について理解する。
２．個々の特性や心身の発達等に応じた援助や配慮について理解する。
３．配慮を要する子どもの保育の計画作成や援助の具体的方法について理解する。
４．家庭への支援や関係機関との連携・協働について理解する。
５．障害児その他の特別な配慮を要する子どもの保育に関する現状と課題について理解する。

　授業内にて、各授業内容に応じた課題を提示する。振り返りの試験と合わせて、授業内課題の提出と評価、出席数などか
ら、総合的に評価する。

障害児保育を支える理念、「障害」の概念と障害児保育の歴史的変遷、障害児保育の基本

障害児等の理解と保育における発達の援助
　①肢体不自由児の理解と援助

障害児等の理解と保育における発達の援助
　②知的障害児の理解と援助

障害児等の理解と保育における発達の援助　
　③視覚障害・聴覚障害・言語障害児等の理解と援助

障害児等の理解と保育における発達の援助
　④発達障害児の理解と援助（ＡＤＨＤ・ＬＤ）

障害児等の理解と保育における発達の援助
　⑤発達障害児の理解と援助（ＰＤＤ・ＡＳＤ）

障害児等の理解と保育における発達の援助　
　⑥重症心身障害児、医療的ケア児、その他特別な配慮を要する子どもの理解と援助

障害児その他の特別な配慮を要する子どもの保育の実際
　①指導計画及び個別の支援計画の作成　②個々の発達を促す生活や遊びの環境

障害児その他の特別な配慮を要する子どもの保育の実際
　③子ども同士の関わりと育ち合い　④障害児保育における子どもの健康と安全

障害児その他の特別な配慮を要する子どもの保育の実際
　⑤職員間の連携・協働

家庭との連携
　①保護者や家族に対する理解と支援　②保護者間の交流や支え合いの意義とその支援

自治体・関係機関との連携
　制度の理解と地域における自治体や関係機関（保育所、児童発達支援センター等）、小学
校
障害児その他の特別な配慮を要する子どもの保育に関わる現状と課題
　①保健・医療における現状と課題　②福祉・教育における現状と課題

障害のある子どもの地域社会への参加・包容（インクルージョン）及び合理的配慮の理解

支援の場の広がりとつながり

予習：自身の「障害」のイメージ
を振り返る(30分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：前回の復習をしておく(30
分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：前回の復習をしておく(30
分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：前回の復習をしておく(30
分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：前回の復習をしておく(30
分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：前回の復習をしておく(30
分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：前回の復習をしておく(30
分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：前回の復習をしておく(30
分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：前回の復習をしておく(30
分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：前回の復習をしておく(30
分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：前回の復習をしておく(30
分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：前回の復習をしておく(30
分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：前回の復習をしておく(30
分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：前回の復習をしておく(30
分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：これまでの授業内容を振り
返っておく(30分)
復習：ノートを見直す(30分)
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牧野桂一・山田真理子（編）(2007):保育心理．樹心社．
山田真理子・原陽一郎(2007):抱っこしてもいいの？－Q&A子どもに学ぶ子育てのヒント－．エイデル研究所．

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

本科目は、保育心理士（二種）養成課程の科目である。保育心理士資格の概要や専門性への理解を深めるとともに、保育心理
士養成課程の学びの基礎を培う。授業の一部は、１日ワークショップ（5コマ対応）として開講する。
本授業は幼児教育学科の学修成果（2）に対応する。

)『機微を見つめる－心の保育入門－』（エイデル研究所）山田真理子(1997)教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

保育心理士（二種）必須
単位取得のためには、2025年6月7日（土）に実施されるWSに必ず参加すること（こどもドラマコース授業と合同開催）。
各授業において予習2時間、復習2時間を必要とする。

１年前期
選択、専門科目

演習・講義
1単位

専門科目

保育心理

岡田健一・吉栁佳代子

授業課題（40%）、教科書発表（30%）、１日WSレポート（30%）

質問・相談は、授業後の立ち話か研究室で受け付ける。

１．保育心理士の仕事について理解するとともに、保育心理士にふさわしい子ども観、態度を身につける。
２．保育心理士として子どもや保護者と関わるために必要な人間性やコミュニケーション技術の基礎を学ぶ。
３．子ども理解と観察の視点を学ぶ。

到達目標に明示している３点の到達度を測るために、教科書発表に加えて、授業課題と１日WSレポート課題を実施し、評価す
る。

オリエンテーション
  保育心理士資格の背景と役割、学びの動機と目的、保育心理士にふさわしい子ども観、態
度
感性のトレーニング１（からだで感じる）

感性のトレーニング２（気持ちとの距離を考える）

感性のトレーニング３（気持ちや感じを尊重する）

０歳～5歳の発達：教科書発表１

０歳～5歳の発達：教科書発表２

障害のある子ども、アセスメント、発達の特性に合わせた保育

一日ワークショップ（WS）
　コミュニケーション１（リラックスと表現）

一日ワークショップ（WS）
　コミュニケーション２（信頼とコミュニケーション）

一日ワークショップ（WS）
　コミュニケーション３（想像と創造）

一日ワークショップ（WS）
　コミュニケーション４（共感と協同）

一日ワークショップ（WS）
　コミュニケーション５（イメージ表現）

予:受講動機を考える(1時間)
復:授業内容を復習する(2時間)

予:生活場面での体験を考える(1
時間)
復:授業内容を復習する(2時間)
予:生活場面での気持ちとの距離
を考える(1時間)
復:授業内容を復習する(2時間)
予:気持ちや感じに気づく(1時間)
復:授業内容を復習する(2時間)

予:発表資料の作成(5時間)
復:なし

予:なし
復:発表内容を復習する(1時間)

予:障害のある人を思い浮かべる(
1時間)
復:授業内容を復習する(2時間)
予:なし
復:振り返りとレポート作成(1時
間)
予:なし
復:振り返りとレポート作成(1時
間)
予:なし
復:振り返りとレポート作成(1時
間)
予:なし
復:振り返りとレポート作成(1時
間)
予:なし
復:振り返りとレポート作成(1時
間)
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無藤隆・汐見稔幸（編）(2017):イラストで読む！ 幼稚園教育要領 保育所保育指針 幼保連携型認定こども園教育・保育要領はやわかりBOOK．
学陽書房．
　太田光洋（編）(2018):保育実習・幼稚園教育実習．保育出版会．

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

保育実習は、それまでに習得した教科全体の知識、技能を基盤とし、これらを総合的に実践する応用力を養い、児童に対する
理解を通じて保育の理論と実践の関係について学ぶ。
保育実習I（保育所）では、認可保育園で60時間（原則10日間）以上の保育実習を行う。
本授業は幼児教育学科の学修成果（1）に対応する。

教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

・保育実習指導Ⅰ(保育所)と合わせて履修すること。合わせて単位認定を行う。
・保育実習Ⅰ(保育所)には、実習のための費用が必要となる（細菌検査、給食の実費等）。
※科目等履修の場合は、授業以外の面談等を必要とすることがある。

１年後期
選択、専門科目

実習
0単位

専門科目

保育実習Ⅰ（保育所）1年

河村陽子・西村幸一郎

受講態度（20％）、園評価（50％）、実習記録（30％）

研究室にて受け付ける

１．保育所の役割と機能
（１）保育所における子どもの生活と保育士の援助や関わり
（２）保育所保育指針に基づく保育の展開

２．子どもの理解
（１）子どもの観察とその記録による理解
（２）子どもの発達過程の理解
（３）子どもへの援助や関わり

３．保育内容・保育環境
（１）保育の計画に基づく保育内容
（２）子どもの発達過程に応じた保育内容
（３）子どもの生活や遊びと保育環境
（４）子どもの健康と安全

４．保育の計画・観察・記録
（１）全体的な計画と指導計画及び評価の理解
（２）記録に基づく省察・自己評価

５．専門職としての保育士の役割と職業倫理
（１）保育士の業務内容
（２）職員間の役割分担や連携・協働
（３）保育士の役割と職業倫理

・実習開始前までに事前打ち
合わせを行うこと

・実習先からの指示に対して
事前準備や対応を行うこと

・実習の記録に必要事項が記
録されていること

・実習中は、科目担当教員に
加え、巡回担当教員、実習先
の実習指導者の支持を受け、
学びを深めること

・実習のでの学びや、実習目
標についての取組を振り返る
こと

（予習・復習に30時間必要）

１．保育所、児童福祉施設等の役割や機能を具体的に理解する。
２．観察や子どもとの関わりを通して子どもへの理解を深める。
３．既習の教科目の内容を踏まえ、子どもの保育及び保護者への支援について総合的に理解する。
４．保育の計画・観察・記録及び自己評価等について具体的に理解する。
５．保育士の業務内容や職業倫理について具体的に理解する。

上記の到達目標に対して、学びの具体的な方法を学生自身で計画し取り組む。実習先での実習の取組と、その記録を総合して
評価とする。



科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

保育実習は、それまでに習得した教科全体の知識、技能を基盤とし、これらを総合的に実践する応用力を養い、保育の理論と
実践の関係について習熟させることを目的とした科目である。
保育実習I（施設）では、保育所をのぞく児童福祉施設等で保育実習を行う。
本授業は幼児教育学科の学修成果（6）に対応する。

「福祉・保育小六法　2024年版」保育福祉小六法編集委員会（編）：2024年、みらい
「改訂版　施設実習パーフェクトガイド」 守 巧・小櫃智子・二宮祐子・佐藤 恵：2023年,わかば社

教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

・保育実習指導Ⅰ(施設)と合わせて単位認定を行うため、合わせて履修すること。
・実習に必要な感染予防が必要である。さらに実費(食事・宿泊代)が伴う場合がある。
※科目等履修生は、授業以外の面談等を必要とすることがある。

１年後期
選択、専門科目

実習
0単位

専門科目

保育実習Ⅰ（施設）1年

西村幸一郎・河村陽子

施設評価　50%、実習記録　30％、課題への取り組み　20％
実習施設評価、記録物の内容については、授業内でフィードバックする。

メールにて随時受付

＜児童福祉施設等(保育所以外)における実習の内容＞

１．施設の役割と機能
（１）施設における子どもの生活と保育士の援助や関わり
（２）施設の役割と機能

２．子どもの理解
（１）子どもの観察とその記録
（２）個々の状態に応じた援助や関わり

３．施設における子どもの生活と環境
（１）計画に基づく活動や援助
（２）子どもの心身の状態に応じた生活と対応
（３）子どもの活動と環境
（４）健康管理、安全対策の理解

４．計画と記録
（１）支援計画の理解と活用
（２）記録に基づく省察・自己評価

５．専門職としての保育士の役割と倫理
（１）保育士の業務内容
（２）職員間の役割分担や連携
（３）保育士の役割と職業倫理

※実習日数は１０日間以上（６０時間以上）とする

・実習開始前までに、事前打
ち合わせを行うこと

・実習施設からの指示に対し
て事前準備や、対応を行うこ
と

・実習の記録に必要事項が記
録されていること

・実習での学びを日誌へ記載
すること

・実習での学びや、実習目標
についての取り組みを、振り
返り、全体のまとめを作成す
ること

・実習中は、科目担当教員に
加え、巡回担当教員、施設の
実習指導者の指導を受け、学
びを深めること

（予習・復習に30時間必要）

１．児童福祉施設等の役割や機能を具体的に理解する。
２．観察や子どもとの関わりを通して子どもへの理解を深める。
３．既習の教科目の内容を踏まえ、子どもの保育及び保護者への支援について総合的に理解する。
４．保育の計画・観察・記録及び自己評価等について具体的に理解する。
５．保育士の業務内容や職業倫理について具体的に理解する。

　上記の目標に対して、学びの具体的な方法を学生自身で計画し取り組む。実習終了後、自身の取り組みと目標の達成状況に
対して自己評価を行う。児童福祉施設等での実習の取り組みと、その記録、実習後の自己評価での省察を総合して評価とす
る。



『保育所保育指針解説』 『幼稚園教育要領解説』

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

2年間の実習の基礎となる科目である。実習の基本的事項について学び、保育施設（保育所または幼稚園または認定こども園）
での実習を行う。子どもたちの育ちの姿とそれに対する保育者の支援を学ぶ。実習後には、アフターミーティングを行い、気
づきや疑問を共有して対話を通して学びを深める。幼稚園教諭免許、保育士資格の取得を希望し、１年次後期より始まる各種
実習を履修する者は、本科目を必ず履修すること。
本授業は幼児教育学科の学修成果（3）に対応する。

授業内で資料ならびにファイルを配布教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

１年前期
選択、専門科目

演習
2単位

専門科目

実習基礎演習

西村幸一郎・岡田健一・河村陽子・丹原　要

受講態度 (30%)授業内課題 (70%)

授業時または研究室において授業担当者が相談を受け付ける。
Googleクラスルームまたは、メール（九州大谷Online）での質問や相談も受け付ける。

授業は2コマ連続（毎週水曜日のⅠ・Ⅱ限）で開講され、この時間を利
用して、保育施設での3～4時間程度の実習を3～4回行う。
実習は、大学が事前に依頼した近隣の協力園で行い、履修者の交通事情
等に配慮して割り当てる。
履修者を「Ａ班」「Ｂ班」の2グループに分け、交互に隔週で実習を行
う。
授業では、以下の事項を行う。

①ガイダンス
　２年間の実習の概要
　実習基礎演習の目的
②実習準備
　実習園の調整
　実習用の写真撮影
　書類作成（実習生カード・誓約書等）
　必要な諸手続き（細菌検査・健康診断書・自家用車通勤等）
　身だしなみの確認
　名札の作成
　訪問指導担当者との打合せ
③実習園との打合せ
　訪問または電話等による打合せ
④実習
　保育施設（保育所・幼稚園・認定こども園）での実習
⑤実習記録
　記録の意味
　ワークシートによる記録　
⑥アフターミーティング
　実習の振り返りと共有・対話
⑦まとめ
　実習・アフターミーティング全体の振り返り

①授業での説明は必ずメモを
取り、配布資料と合わせて振
り返りを行うこと。

②実習に向けた諸準備（書類
・身だしなみ他）については
、期日厳守で不備の無いよう
行うこと。

③実習記録は、実習を行った
その日のうちにまとめ、翌朝
提出すること。

④アフターミーティングでの
学びも記録としてまとめ、翌
朝提出すること。

⑤授業終了時には、実習とア
フターミーティングでの学び
全体の振り返りを行い、レポ
ートをまとめ、課題等を明確
にすること。

（予習・復習に毎週2時間、計
30時間必要）

保育士・幼稚園教諭の資格取得にあたり、乳幼児に直に接することによって、その育ちの姿を知ると共に、保育所・幼稚園で
の支援の概要を理解できる。子どもや保育への基礎的理解を体験を通して深めることができる。
また、自己の課題を客観的に見出し、今後の学びに繋げることができる。

到達目標にある、「乳幼児に直に接することによって、その育ちの姿を知ると共に、保育所・幼稚園での支援の概要を理解で
きているか」「子どもや保育への基礎的理解を体験を通して深めることができているか」「今後の学びに繋がる自己の課題を
見出すことが出来たか」を評価する。



授業内で適宜提示する。

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

基礎的な実習指導の後、実習を想定した観察の視点や記録の方法を学ぶ。１年次後期より始まる各種実習の条件である「実習
基礎演習」において補充的な学びが必要な学生を対象に集中講義で行う。
本授業は幼児教育学科の学修成果（3）に対応する。

なし教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

内容詳細については、履修者に個別に指示する。

１年後期集中
選択、専門科目

講義
1単位

専門科目

実習基礎指導

西村幸一郎・岡田健一・河村陽子・丹原　要

受講態度（30％）　授業内課題（70％）

授業時または研究室において授業担当者が相談を受け付ける。
Googleクラスルームまたは、メール（九州大谷Online）での質問や相談も受け付ける。

保育士・幼稚園教諭の資格取得にあたり、乳幼児の理解と保育所・幼稚園での支援の概要を理解することができる。子どもや
保育への基礎的理解を深めるとともに、実習の基本的姿勢を養うことができる。
また、自己の課題を客観的に見出し、今後の学びに繋げることができる。

到達目標にある、「乳幼児の理解と保育所・幼稚園での支援の概要を理解することができているか」「子どもや保育への基礎
的理解を深めるとともに、実習の基本的姿勢を養うことができているか」「今後の学びに繋がる自己の課題を見いだせたか」
を評価する。

"２年間の実習の概要を理解する
実習の目的について理解し心構えを養う"	 	

実習準備の方法（書類作成、身だしなみや打合せの目的）	 	

実習記録の取り方①	 	

実習記録の取り方②	 	

保育環境の理解①	 	

保育環境の理解②	 	

実習記録の整理の方法	 	

まとめ	 	

実習にふさわしい身だしなみを整
えておく
授業内容の振り返り(計2時間)
今後の実習候補園について考え、
園の特色等について調べる
授業内容の振り返(計2時間)
状況や行動を記録する練習。
授業内容の振り返り(計2時間)

観察対象の気持ちを考え分析して
記録する練習。
授業内容の振り返り(計2時間)
保育環境についての復習とまと
め。
授業内容の振り返り(計2時間)
環境から子どもの行動を予測する
練習。
授業内容の振り返り(計2時間)
実習記録のとり方についての復
習。
授業内容の振り返り(計2時間)
実習に向けて必要な準備、心構
え、この科目での学びについてレ
ポートにまとめる。(計2時間)

１．

２．

３．

４．

５．

６．

７．

８．

９．

10．

11．

12．

13．

14．

15．



無藤隆・汐見稔幸編『イラストで読む！　幼稚園教育要領　保育所保育指針　幼保連携型認定こども園教育・保育要領はやわかりBook』学陽書
房2017
太田光洋編『保育実習・幼稚園教育実習』保育出版会2018

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

保育実習は、それまでに習得した教科全体の知識、技能を基盤とし、これらを総合的に実践す応用力を養うため、児童に対す
る理解を通じて保育の理論と実践の関係について学ぶ。
保育実習指導Ⅰ(保育所)では、保育実習I（保育所）に必要な実習指導を行う。
本授業は幼児教育学科の学修成果（3）に対応する。

教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

・保育実習Ⅰ(保育所)と合わせて履修すること。合わせて単位認定を行う。
・実習に関する手続きを含む授業内容のため、欠席せざるを得ない事情がある場合は担当者へ連絡すること。

１年後期
選択、専門科目

演習
0単位

専門科目

保育実習指導Ⅰ（保育所）1年

河村陽子・西村幸一郎

受講態度・実習に関する手続き（50％）　事前学習（30％）　事後学習（20％）

質問、相談については、授業前後に授業場所あるいは研究室にて受け付ける

１．保育実習の意義・目的を理解する。
２．実習の内容を理解し、自らの実習の課題を明確にする。
３．実習施設における子どもの人権と最善の利益の考慮、プライバシーの保護と守秘義務等について理解する。
４．実習の計画・実践・観察・記録・評価の方法や内容について具体的に理解する。
５．実習の事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行い、今後の学習に向けた課題や目標を明確にする。

<実習前>・到達目標に明示している、保育実習Ⅰ（保育所）にかかる1～4について理解度を測るために確認テスト・課題や口
頭での確認等を実施し評価する（30）・保育実習Ⅰ（保育所）にかかる必要な手続きを進められる（50）
<実習後>・到達目標に明示している5について、課題やグループワーク等を実施し評価する（20）

オリエンテーション

保育実習の意義　（２）実習の目的

保育実習の意義　（３）実習の概要、実習先との手続きについて

実習の内容と課題の明確化　（２）実習の内容

実習の内容と課題の明確化　（３）実習の課題、実習目標の作成について

実習に際しての留意事項　（２）子どもの人権と最善の利益の考慮

実習に際しての留意事項　（３）プライバシーの保護と守秘義務

実習に際しての留意事項　（３）実習生としての心構え、事前打ち合わせについて

実習の計画と記録　（１）実習における計画と実践

実習の計画と記録　（２）実習における計画と実践

実習の計画と記録　（２）実習における観察、記録及び評価

実習の計画と記録　（２）実習における観察、記録及び評価

事後指導における実習の総括と課題の明確化　（１）実習の総括と自己評価

事後指導における実習の総括と課題の明確化　（２）課題の明確化

事後指導における実習の総括と課題の明確化　（２）課題の明確化

予習：シラバスを読んでおく(30
分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：実習の目的を調べる(30分)
復習：本時を振り返る(30分)

予習：基礎実習の学習内容を振り
返る(30分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：実習の課題を明確にしてお
く(30分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：保育所の役割について指針
を読む(30分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：児童の権利に関する条約を
調べる(30分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：保育士の守秘義務について
調べる(30分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：基礎実習の内容を振り返る
(30分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：保育計画について調べる(3
0分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：デイリープログラムについ
て調べる(30分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：記録の種類を調べる(30分)
復習：本時を振り返る(30分)

予習：基礎実習でのエピソードを
整理する(30分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：実習記録を整理しておく(3
0分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：自己の課題を明確にする(3
0分)
復習：本時を振り返る(30分)
予習：これまでの内容を振り返る
(30分)
復習：本時を振り返る(30分)
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科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

保育実習は、それまでに習得した教科全体の知識、技能を基盤とし、これらを総合的に実践す応用力を養うため、
児童に対する理解を通じて保育の理論と実践の関係について学ぶ。
保育実習指導I（施設）では、保育実習Ⅰ(施設)に必要な実習指導を行う。
本授業は幼児教育学科の学修成果（4）に対応する。

『福祉・保育小六法　2024年版『」保育福祉小六法編集委員会（編）2024年（みらい）
『改訂版　施設実習パーフェクトガイド』 守 巧・小櫃智子・二宮祐子・佐藤 恵：2023年（わかば社）

教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

・保育実習Ⅰ(施設)と合わせて単位認定を行うため、合わせて履修すること
・実習に関する手続きを含む授業内容のため、欠席せざるを得ない事情がある場合は担当者へ連絡すること

１年後期
選択、専門科目

演習
0単位

専門科目

保育実習指導Ⅰ（施設）1年

西村幸一郎・河村陽子

受講態度・手続き（40%）　事前学習（15%）　事後学習（45%）
手続き等、随時必要に応じて実施できているかの確認を行い、フィードバックします。

メールにて随時受付

１．保育実習の意義・目的を理解する。
２．実習の内容を理解し、自らの課題を明確にする。
３．実習施設における子どもの人権と最善の利益の考慮、プライバシーの保護と守秘義務等について理解する。
４．実習の計画、実践、観察、記録、評価の方法や内容について具体的に理解する。
５．実習の事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行い、新たな課題や学習目標を明確にする。

〈実習前〉・保育実習Ⅰ(施設)にかかる必要な手続きが行えることを評価する
　　　　　・実習の目標について具体的な課題に気づき、取り組みの方法を自身で計画したかを評価する
〈実習後〉・自身の目標の達成状況、実習での取り組みについて自己評価をし、自身の課題への学びを評価する
　　　　　・実習の報告を行うことで学びを共有し、他の施設の概要への気づきを評価する。

オリエンテーション
保育実習の意義・目的と概要、実習指導授業の進め方

実習施設の理解：発表準備

実習施設の理解：発表

実習施設の基本情報（目的、対象、設置基準等）の確認

実習施設の基本情報（目的、対象、設置基準等）の確認

実習に際しての留意事項（倫理綱領、子どもの人権と最善の利益の考慮、プライバシーの保
護と守秘義務、観察の視点、記録および評価）

実習目標の作成１

介護の体験

実習目標の作成２

直前指導、実習生としての心構え

児童福祉施設等実習の事後指導１
実習の統括と自己評価

児童福祉施設等実習の事後指導２
実習の統括と自己評価、課題の明確化

児童福祉施設等実習の事後指導３
実習の統括と自己評価、課題の明確化

児童福祉施設等実習のまとめ（実習報告）

児童福祉施設等実習のまとめ（実習報告）

予習：疑問点があれば質問を考え
ておく（30分）
復習：振り返り（30分）
予習：教科書の該当する部分を読
んでおく（30分）
復習：振り返り（30分）
予習：発表準備を行う（30分）
復習：振り返り（30分）

予習：自分の実習予定を確認する
（30分）
復習：振り返り（30分）
予習：基本情報を覚えてくる（30
分）
復習：振り返り（30分）
予習：教科書の該当する部分を読
んでおく（30分）
復習：振り返り（30分）
予習：実習目標を立てる（30分）
復習：振り返り（30分）

学んだことを復習しておく（60
分）

予習：実習目標を完成させる（30
分）
復習：振り返り（30分）
予習：実習準備の総まとめを行う
（30分）
復習：振り返り（30分）
予習：実習日誌等で自身の実習の
振り返りをしておく（30分）
復習：振り返り（30分）
予習：報告会のレポートを作成す
る（30分）
復習：振り返り（30分）
予習：報告会のレポートを作成す
る（30分）
復習：振り返り（30分）
予習：報告会の準備（30分）
復習：振り返り（30分）

報告会の振り返り（30分）
実習の学びの振り返り（30分）
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『イラストで読む！幼稚園教育要領 保育所保育指針 幼保連携型認定こども園教育・保育要領はやわかりBOOK』無藤・汐見（著編）（2017）学
陽書房

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

多様な保育の実際いについて学び、現代社会における保育の多様性の視点を身につける。
本授業は幼児教育学科の学修成果（7）に対応する。

教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

保育士（9年） 精神保健福祉士（1年）

１年通年
選択、専門科目

演習
1単位

専門科目

保育の多様性の理解Ⅰ

樋口光融・宮地あゆみ・谷島直樹

質問がある場合は、授業終了後もしくは研究室へ訪ねてきてください。
また、メールでの問い合わせも可能です（ G-mail: miyadi@kyushuotani.online）。

多様な保育の実際について理解したうえで、現在の保育者に求められる資質の一助を身につく。

これからの保育者に求められる資質の一つとして多様な保育について理解し、様生なニーズに応じた保育の在り方が述べられ
るようになる。

オリエンテーションと本講義の概要

国内における保育現場の多様性の理解とSDGsと保育との関連について

国際的な幼児教育の理解と諸外国における保育現場の理解

ニュージーランドの保育の実際Ⅰ

ニュージーランドの保育の実際Ⅱ

ニュージーランドの保育の実際Ⅲ

国内研修の概要Ⅰ（研修先の園について調べる）

国内研修の概要Ⅱ（研修先の園について調べた成果をまとめる）

保育所保育指針を読んでおく
（予習・復習それぞれ2時間）

国内の保育の現状について調べて
まとめておく
（予習・復習それぞれ2時間）
海外の保育の現状について調べて
まとめておく
（予習・復習それぞれ2時間）
ニュージーランドの保育について
調べる
（予習・復習それぞれ2時間）
ニュージーランドの保育について
調べる
（予習・復習それぞれ2時間）
ニュージーランドの保育について
調べる
（予習・復習それぞれ2時間）
国内研修先について調べておく
（予習・復習それぞれ2時間）

国内研修先について調べたことを
整理する
（予習・復習それぞれ2時間）
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『ニュージーランドの保育園で働いてみた 子ども主体・多文化共生・保育者のウェルビーイング体験記』谷島直樹 著（ひとなる書房）

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

ニュージーランドの保育施設への訪問を含む約1週間の研修として実施する。ニュージーランドの保育カリキュラム「テ・ファ
リキ（Te Wh？riki）」の理念や実際について学ぶ。また、多文化共生が大切にされるニュージーランドの教育・保育に触れ、
異文化理解を深め、広い視野を持った保育者となる事を目指す。
本授業は幼児教育学科の学修成果（8）に対応する。

なし教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

実施期間については、学事暦参照。詳細については説明会を開催する。

１年後期集中
選択、専門科目

演習
1単位

専門科目

グローバル保育研修Ⅰ

樋口光融

準備・事前課題：10%、研修中の積極性・姿勢：30%、記録と理解度：20%、学びの応用力：20%、最終レポート：20%

随時、九州大谷Onlineメール、研究室での質問を受け付ける。

海外における幼児教育・保育の実際について知識を深め、幼児教育に関する幅広い視野を得るとともに、異文化と接する中で
自己を新たな視点から見つめ直し、多様性を受容する態度を養う。

研修を通して得た新たな保育についての知見を述べることが出来る。学んだことを的確に整理し、将来的な保育活動など自身
への応用を示す事が出来る。

海外研修①（ニュージーランドの保育園・幼稚園・プレイセンター等における研修を含む）
※詳細は旅程決定後に説明。

海外研修②（ニュージーランドの保育園・幼稚園・プレイセンター等における研修を含む）
※詳細は旅程決定後に説明。

海外研修③（ニュージーランドの保育園・幼稚園・プレイセンター等における研修を含む）
※詳細は旅程決定後に説明。

海外研修④（ニュージーランドの保育園・幼稚園・プレイセンター等における研修を含む）
※詳細は旅程決定後に説明。

海外研修⑤（ニュージーランドの保育園・幼稚園・プレイセンター等における研修を含む）
※詳細は旅程決定後に説明。

海外研修⑥（ニュージーランドの保育園・幼稚園・プレイセンター等における研修を含む）
※詳細は旅程決定後に説明。

海外研修⑦（ニュージーランドの保育園・幼稚園・プレイセンター等における研修を含む）
※詳細は旅程決定後に説明。

海外研修⑧（ニュージーランドの保育園・幼稚園・プレイセンター等における研修を含む）
※詳細は旅程決定後に説明。

海外研修⑨（ニュージーランドの保育園・幼稚園・プレイセンター等における研修を含む）
※詳細は旅程決定後に説明。

海外研修（ニュージーランドの保育園・幼稚園・プレイセンター等における研修を含む）
※詳細は⑩旅程決定後に説明。

海外研修⑪（ニュージーランドの保育園・幼稚園・プレイセンター等における研修を含む）
※詳細は旅程決定後に説明。

海外研修⑫（ニュージーランドの保育園・幼稚園・プレイセンター等における研修を含む）
※詳細は旅程決定後に説明。

海外研修⑬（ニュージーランドの保育園・幼稚園・プレイセンター等における研修を含む）
※詳細は旅程決定後に説明。

海外研修⑭（ニュージーランドの保育園・幼稚園・プレイセンター等における研修を含む）
※詳細は旅程決定後に説明。

海外研修⑮（ニュージーランドの保育園・幼稚園・プレイセンター等における研修を含む）
※詳細は旅程決定後に説明。

予習・復習にそれぞれ30分を必要
とする

予習・復習にそれぞれ30分を必要
とする

予習・復習にそれぞれ30分を必要
とする

予習・復習にそれぞれ30分を必要
とする

予習・復習にそれぞれ30分を必要
とする

予習・復習にそれぞれ30分を必要
とする

予習・復習にそれぞれ30分を必要
とする

予習・復習にそれぞれ30分を必要
とする

予習・復習にそれぞれ30分を必要
とする

予習・復習にそれぞれ30分を必要
とする

予習・復習にそれぞれ30分を必要
とする

予習・復習にそれぞれ30分を必要
とする

予習・復習にそれぞれ30分を必要
とする

予習・復習にそれぞれ30分を必要
とする

予習・復習にそれぞれ30分を必要
とする
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『じぶんたんけんたい』（太宰久夫　ポプラ社）『アイデアとバリエーションで広がる 表現活動プログラム レシピBOOK』（太宰久夫他　パブ
ファンセルフ）

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

本科目は、ドラマ（観せることを目的としない演劇）教育について、理解を深める。やってみることで学びを深める「Learnin
g by doing」の感覚や、なってみることで学びを深める「Learning by being」の感覚の基礎を培う。授業の一部は１日ワーク
ショップ（5コマ対応）として開講する。
本授業は幼児教育学科の学修成果（3）に対応する。

『ドラマ教育入門』小林由利子他（図書文化）教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

単位取得のためには、2024年6月7日(土)に実施される一日ワークショップに必ず参加すること（こども心理コース授業と合同開催）

１年前期
選択、専門科目

演習
1単位

専門科目

ドラマ教育Ⅰ

吉栁佳代子

積極的な授業参加と授業内課題（40％）　学びの発表（40％）　まとめ小レポート（20％）

質問や相談は授業後に受け付けます。

１．ドラマ教育の目的や方法を理解し、子どもの生活の中にあるドラマに気づく。
２．ワークショップの中での気づきと学びを言語化する。
３．こどもとドラマ教育を通して学び合うために必要な人間性やコミュニケーション技術の基礎を学ぶ。

到達目標への到達度を測るために、授業ごとの対話を通したリフレクションと小レポート課題を実施し、評価する。

オリエンテーション
ドラマ教育の背景と役割について学ぶ

エクササイズ１（ウォーミングアップ）
ドラマ表現活動への導入としての仲間集めとゲーム

エクササイズ２（自分との対話）
自分の心と身体の感覚を知る

エクササイズ３（他者を通じた自己との対話）
ペア活動を中心に他者との関わりから自分の心と身体の感覚を知る

エクササイズ４（集団を通じた自己との対話）
グループ活動を中心にした関りから自分の心と身体の感覚を知る

エクササイズ５（身体を使った表現遊び）
ペアやグループ活動を中心にノンバーバルな表現遊びについて学ぶ

エクササイズ６（言語を使った表現遊び１）
ペアやグループ活動を中心にオノマトペを使った表現遊びについて学ぶ

エクササイズ７（言語を使った表現遊び２）
即興的にことわざや物語を創作創造する表現遊びについて学ぶ

学びの発表１：エクササイズを通して学んだことをグループごとに発表する

一日ワークショップ
　コミュニケーション１（リラックスと表現）

一日ワークショップ
　コミュニケーション２（信頼とコミュニケーション）

一日ワークショップ
　コミュニケーション３（想像と創造）

一日ワークショップ
　コミュニケーション４（共感と協同）

一日ワークショップ
　コミュニケーション５（イメージ表現）

学びの発表２：一日ワークショップで学んだことをリフレクションする

予習：受講動機を考える(1時間）
復習：授業内容を復習する(1時
間）
予習：なし
復習：授業内容をノートにまとめ
る(1時間）
予習：なし
復習：授業内容をノートにまとめ
る(1時間）
予習：なし
復習：授業内容をノートにまとめ
る(1時間）
予習：なし
復習：授業内容をノートにまとめ
る(1時間）
予習：なし
復習：授業内容をノートにまとめ
る(1時間）
予習：なし
復習：授業内容をノートにまとめ
る(1時間）
予習：なし
復習：授業内容をノートにまとめ
る(1時間）
予習：発表資料の作成(2時間）
復習：なし

予習：なし
復習：振り返りとレポート作成(1
時間）
予習：なし
復習：振り返りとレポート作成(1
時間）
予習：なし
復習：振り返りとレポート作成(1
時間）
予習：なし
復習：振り返りとレポート作成(1
時間）
予習：なし
復習：振り返りとレポート作成(1
時間）
予習：一日ワークショップの内容
をノートにまとめる　復習：まと
めの小レポート作成(1時間）
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即興術（大野あきひこ訳　未来社）　インプロ教育（髙尾隆　フィルムアート社）

科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

ドラマ教育への理解を深めるとともに、ドラマ教育の担い手の基礎としてのインプロ（即興演劇）の技術と基礎を学ぶ
本科目は、学びのまとめとして、一人の表現者としてインプロによる発表公演を行う。
本授業は幼児教育学科の学修成果（4）に対応する。

『ドラマ教育入門』小林由利子他（図書文化）教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

単位取得のためには、発表公演に必ず参加すること

１年後期
選択、専門科目

演習
1単位

専門科目

ドラマ教育Ⅱ

吉栁佳代子・熊谷拓明・丹原　要

授業内態度・リフレクション（40％）　発表公演での目標達成度（40％）　まとめの小レポート（20％）

質問・相談は授業後か研修室で受け付けます。

１．こどもの表現を否定せずに受け止める技術を身につける。
２．安心して表現しあえる環境づくりの基礎を学ぶ
３．発表公演に向けて失敗を恐れず挑戦する態度を身につける。
４．発表公演に向けて仲間と一緒に創り合うことが出来る。
５．発表公演に向けて自由な発想で表現することができる。

目標の到達点を測るために、授業内のリフレクション、ノート作成を実施する。また、表現者として学んだ技術や知識を使っ
て発表公演に取り組み、課題を見つけることが出来るかを評価する。

オリエンテーション
ドラマ教育の中のインプロについて学ぶ

ヴァイオラ・スポーリンのインプロ１

ヴァイオラ・スポーリンのインプロ２

ヴァイオラ・スポーリンのインプロ３

キース・ジョンストンのインプロ１

キース・ジョンストンのインプロ２

キース・ジョンストンのインプロ３

即興ソング１

即興ソング２

即興ソング３

発表公演　『即興表現LIVE』

発表公演　『即興表現LIVE』

発表公演　『即興表現LIVE』

発表公演　『即興表現LIVE』

まとめ

予習：受講動機を考える(1時間)
復習：授業内容をノートにまとめ
る(1時間)
予習：教科書を読みまとめる(1時
間)　復習：授業内容をノートに
まとめる(1時間)
予習：教科書を読みまとめる(1時
間)　復習：授業内容をノートに
まとめる(1時間)
予習：教科書を読みまとめる(1時
間)　復習：授業内容をノートに
まとめる(1時間)
予習：教科書を読みまとめる(1時
間)　復習：授業内容をノートに
まとめる(1時間)
予習：教科書を読みまとめる(1時
間)　復習：授業内容をノートに
まとめる(1時間)
予習：教科書を読みまとめる(1時
間)　復習：授業内容をノートに
まとめる(1時間)
予習：なし
復習：授業内容をノートにまとめ
る(1時間)
予習：なし
復習：授業内容をノートにまとめ
る(1時間)
予習：『MAESTRO？』について調
べる(1時間)　復習：授業内容を
ノートにまとめる(1時間)
予習：なし
復習：振り返りをノートにまとめ
る(1時間)
予習：なし
復習：振り返りをノートにまとめ
る(1時間)
予習：なし
復習：振り返りをノートにまとめ
る1時間)
予習：なし
復習：振り返りをノートにまとめ
る(1時間)
予習：発表公演の体験をまとめる
(1時間)　復習：小レポートの作
成(1時間)
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科 目

担当者

開講時期
履修方法

授業形態
単位数

授業概要

到達目標

学修成果の
評価基準

授 業 計 画（ 授 業 内 容 ） 授業時間外学習
予習・復習

子どもたちの生活や遊び、ドラマの世界を豊かに展開するために、子どもの心と身体に届くダンスと歌唱の技術を身につけ
る。
本授業は幼児教育学科の学修成果（5）に対応する。

プリントを配布教科書

参考書

学修成果の
評価方法
特記すべき
事 項
質問・相談等
の 受 付

集中講義や空コマにて開催のため、開催日時が変則的である。事前に日程を確認し、欠席の無いように参加すること。

１年後期集中
選択、専門科目

演習
1単位

専門科目

ダンス・歌唱表現Ⅰ

上田聖子・熊谷拓明

授業態度(40％）　授業内課題(40％)　　コメントシート（20％）

質問・相談は、授業後に受け付ける。

１．自分の身体や声の特徴を知る。
２．自分の身体や声を活かす。
３．ダンス、歌唱を楽しみながら協同やコミュニケーション力を身につける。

目標への到達度を測るために、授業後のコメントシートを実施する。
積極的な授業内課題への取り組みを評価する。

オリエンテーション１
歌唱表現：楽しく歌う

歌唱表現：声の特徴を知る

歌唱表現：声の特徴を知る

歌唱表現：声を活かす

歌唱表現：声を活かす

歌唱表現：ミュージカル楽曲を用いて歌唱による感情表現を知る

歌唱表現：ミュージカル楽曲を用いて歌唱による感情表現を知る

歌唱表現：ミュージカル楽曲を用いて歌唱による感情表現を知る
授業内発表を行う

オリエンテーション２
ダンス：自分の身体を知るということ

ダンス：自分の身体を知るということ

ダンス：動きの柔軟性を探る

ダンス：動きの柔軟性を探る

ダンス：言葉と動き

ダンス；言葉と動き

ダンス：コンタクトインプロ

予習：楽しく歌うことについて考
える(1時間)　復習：ノートにま
とめ練習する(1時間)
予習・復習：ノートにまとめ練習
する（各1時間）

予習・復習：ノートにまとめ練習
する（各1時間）

予習・復習：ノートにまとめ練習
する（各1時間）

予習・復習：ノートにまとめ練習
する（各1時間）

予習・復習：ノートにまとめ練習
する（各1時間）

予習・復習：ノートにまとめ練習
する（各1時間）

予習・復習：ノートにまとめ練習
する（各1時間）

予習：楽しく踊ることについて考
える(1時間)　復習：ノートにま
とめ練習する(1時間)
予習・復習：ノートにまとめ練習
する（各1時間）

予習・復習：ノートにまとめ練習
する（各1時間）

予習・復習：ノートにまとめ練習
する（各1時間）

予習・復習：ノートにまとめ練習
する（各1時間）

予習・復習：ノートにまとめ練習
する（各1時間）

予習・復習：ノートにまとめ練習
する（各1時間）
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